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曾

( 曾 費 改 正 の 件 )

正弘

口

本舎に於では去八月十四日評議員舎で細則第七慌の中下記の通 b一部費更し之を八月よ b宜施す

る事に議決いたしましに。

1. 

1. 

正合員及賛助合員‘ 舎費年額金四十八圃とあるを盲ニ+ 聞に改正。

但支部に混ぜ5 る地方合員年額金三十六回とあるを九十六圃 lζ 改正。

准合員年額金二十四固とあるを穴+ 閣に改正。

以 h 昭和二十二年八月より寅施の事戦後の諸物慣は逐日上騰しつつあち本舎の蓮替に

も多大の打撃を受げておりますが最近に於ては雑誌の護行にも至般紙態に立至りましにの

で時局柄誠 iこ不本意ながら蕊に舎費 つ値上げを徐議なく賀行する事となりました。合員各位

は何卒現下のI止命祇勢に依り止むなき次第と御諒承の上合勢整展 iこー居御協力あらん事を願

ひます。

倫改正後の合費は近i ¥御請求申上げますので振替大阪59975番にお挽込下さい.

赴 園 法 人 日 本 建 築 協 曾

明国際勿ｾＮＮＮｉｊ留脇 被 Ｗ ＮＮＮＱＷＣｦｦ ｉ Ｎｬ￘ＧＣＧＱＧＱￆｬ 勿 Ｗ ＮｉＥ，ｗＢＢＧｾＮｉＧＮｉｍｉ 抑留置脇窃ｾｾ

ｾ＠

mllllssUl llnmnlllllllllllllffilllllslIlIIlI HlIlIlIlIlIlIlIlII llIIlIlIIlIIlIIlIIlI1II問IffillmlnslII UlUlIsslDIIsllllllllllllllllllllmmlll lHlllllllllllllllllllllllllnllllllllllllllllllllllslII llllnl lI1I IInllllllllllslllllllllllllnnnnmmllnn¥l1l監

建築便覧( 運会員高島護) 議行進捗

理舎の本1電電費行 iこ就ては犬糧 D原稿1 ) 整捕をと終 ~目 下業者案内閣刀充貰に全力i ' 傾注してゐる

あらゆる建築酒係業者の名簿金一件で色多〈掲載する事が本使曹 1) 重要性と其慎値を高めるので

あるが致後 D各業昔との連後は甚だ週縫 D賞情にあるので之ド申込締切を九可末迄延長して業者

並に合員各位.1) 深き御理解と絶大な御援幼とに依 h所期 D 目的を達成しオこい念願である。

Ｐ 支部 ｾ 庁在地は支部忌に頁を題めて掲載する計壷につき地方合員各位の御協力と業者各位より

の御申込・みを懇望してゐる。

0 如上の事情により本便覧の蛮行は十二月上旬完成鷺定につき伺諒承を頑ムヨた第である。

0 滝本便覧は印剤費費 t して一部￥ 80. 00 を以て希望者に分踊する。 ( 本曾員は一部に限

￥40.00 とす) 霊行部散D都合あり希望者は至念申込まれ詑い。

業者案内閣申込者 こはー口一部無料恕布する。

祉 関

法 人
日 本 建 築 協 曾

出 版 幹 事 曾

111111111111111111111111111111111111111川1I 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111
1111111111111111111111111111i111111111111111111111! lilllllllllllllllllll lUlsUtUlllllll iII IIIIIII 川IIIIIIIIIIIIIIII IsIII

z  

三

喜三

-

至宝



i8，1本|建|築[ 協[ 曾|の|活|動|

早 q) 終艶以来潟三ヶ年を経過した。共i習に於

げる我圏建築界の推移i > 回顧して見ると、初めは

鞍後の失神欣態から建築界も混沌? こる欣態にあっ

たが、ヲた第に共将来に於ける使命の重大なる乞自

売するに至った。勿論E 常なる建築 J ) 復興は商工

業乃復興iこ伴ばねばならぬが、是れは放鞍直後

の我国;こは早念に望み得ぺきものではない。然し

爆繋の詰めこ都市を焼かれ住居を失ったと玉三ム事

賞と、占領軍の進駐による諸般の建設物の必要と

は一待的とは云へ、此混匙し ｔ こ園 ｮ 犬の許に於ｾる

建築界に過去一年有字の段振を粛し r: 。今や漸 t

混凱引〉中から秩序を見出し. 其閣の業蹟を精算す

る時期 iこ達して見ると、蕊 iこ解染困難な趨多の問

題が起って居るのを見出すのである。

今日、我彊建築界lこて大きな問題があると思

ム。住宅苛題である。哉容圃 iこ於ても戟攻圏に於

ても住宅問題は大きな枇合問題である。然して.

それは、嘗然富家の政策として採り上げられなけ

ればならぬ! 司題である iこ拘ら今、我廼に於では今

就 任 挨 拶

私は咋有三八月末北京から引揚げて参りまして、

1 年を〈の間浪々生活を致して居 b ましに島、過

般知人の勤諸に従ひＮ営協金 ｩ こ身ｾ置〈事Ｚこ定め

7月1日から本部事務室に出勤して居ります. 冗1 E

土木出身であり. 叉身長俊卒業以来日本内地:ニ生活

した事絡し 30 '手間ー視簿. ｾ 南州、北支と渡り歩い

て去りました D で・合ヨ諸君 t は従夜圭宅御縁台Z

慢がった者です. 乃みならや外地こ於亡千葉え雑

把な仕事 ｩ ｦ かり成して吾ｾ . 頭f > ]余り敏密こは育

って居 hませんし. 満車7 ) 援工大組織D 下で仕事

会して居 b ました閥探上. 比の大組織 o: 土崩瓦解

して、単調で世の中に描り出されて見ると. 自 分

2  

曾 長 竹 腰 健 造

日に至ｾｾ共提本策 ｬ こ於て何等決定的な解決を見

るに至らや只賞面を糊塗する方途i三出でて居るに

過ぎない。

此の問題は現下建築界の最重要問題であるが其

他にも鞍後窮乏せる時代に我等建築人に課せられ

たる幾多力問題が山積して居 h 此等の問題は建

築 :こ関係ある各方面の人士の協力に侠って初めて

解決の方途が見出されるのである。

我協含は過去半議の聞に組織を壁更し従来の技

術者を合員とする組織より進むで建築界各方面の

事業に携る者の舎とする事に改め、今や内部機構

の整備も成七合員協力して建築界に貢献する機

運 i二到達したのである。今後は新機構の許に清新

の集を以て活設なる合務の濯替が期待 5 れるであ

ら号。

此組織の更改と時を同じうして新iこ元華北交通

株式合祉理事西 JII 綿一氏が曾務の常時選管の佳に

嘗られる事となったのは一居舎訪の進展に費する

所が多いと期待されるのでゐる。

常 務 斑 事 西 川 総

個人のガと言ふものは. 会〈零こ等しい額 D利

かない大医なぜへ肖で Ｎ ｩＳｴｾては、手も足も出泣い有

様で. 果して合員諸君の御不満を買はす・に済If か

ぜうか、踊る危倶に堪へない次第です、然し乍ら

お引受げした以上、私の力の及ぶ混り働いて見る

積では署りますので、今後7 ) 御指導御寝遣を曾員

諸君:二御璃少設す弐2誌です。

合長 ，つ主f 話 i二依nl f . 秘の仕事は勿論本部の事

務刀纏稽もするが、事践は多年の経験ある大和

書記長b: 居りますので、細部は纏て書記長にお委

せして. 私はR健太綱を鐘る程度として、私は主力

をと 舎の事業方商に振り向付よ との事であ b ます.



序で乍色、常設懇事と ' 7}' 、臨名? ま綻* - m舎には無

いので寸が、目下改正手続中 の新定数 iこ此Z 職名

カ〈設り られる事 lこなって居ります。

共庭で嘗協食¢事業を如何な，る方向に進めるべ

きか色、云ふ事でありますが、現見r駄 に依れば、

本協会は建築界¢穂、力 を綜合蛮却して、建築¢進

歩蛮建lこ貢献し 、岡家制; 舎に寄興するを目的とし

て居 b ます、庭で建築と云ふも のは一一建築許り

ではなレ総ての仕事冶; そうであるがー一軍iこ所謂

建築専門家即ち Arcbi tect と Strnct 町 al Engi - '  

n巴りのみで進歩蛮遣をもたらす事は不可能です、

主主築以外のあらゆる専門技術、事問、経・膳. 等のカ

を借りなりればならぬ事はならぬ事は砕す迄色あ

りません。ヌ国家酎. 舎に貢献す・ると云ワてもよ唯

会員ばかりが協舎内でか何.にー聾を大にし叫んで見

て色、中身大ケ難い ｡ モツト枇合性ｾ持＿こさなり

ればならぬ、換言すれば紅舎をしてブ，Il!t lこ日本建

家協合あち主云ふ事を債〈証EBーさせなりれば1;' ら

ぬ。我々は責名を目的とす ξ 揮ではな レが、建築

界以外一般耐:舎人 に存在を認められなのれば、如

何に世食事仕を持賓りしτ 見ても. 買手が無りれ

ば結民奉仕になt らない次第です。

此故に( 私q 見る鹿では〉従来純粋基繁技桁者-

q 伊、築部町l 有在であっ?こ嘗協舎が、最近? を擁の手

を扱げて、軍築に芭甥'IW係σ言宗レ*&.1秀、f宿主主技初F者

業者、 Zまは各種σ亙築材斜高島等をも合員 lこ引き入

れて、一腔建築界σ総力を綜合せんとする方院に

進んで3 l H: もι と思はれます、燃し乍巴建築¢進

歩蛮建 i二貢献せんとせば、未? ご之れで' 1;): 不足であ

ると思ひます。ゑ; 論一つの協舎の傘下1: 握、め之範

囲には自ら限度がめって、あらゆる幕門技術を同

一傘下Iこ包括する事は不可能でもあ h 、不.符策で

色あると思ふ、之は協力で行〈タ1はない、即ち他の

専門医憧と¢閉じ思い結び付撃をーして、何時でも

双方の必E症に臨じて協力ι; ＡｦＺｬＳｊｩ ｾる態勢 を作って置

く事が必要であ るt 思ふ、然 るに放軍tq表圏内の多

数¢専門事合、協曾等0 . : : 11 ; 静は如何なるも rJ; か、

私は未t e . 鮮かに承知して居りませんが、ぜうも 職

時中あれ程やかまし t 叫ばれて居?こ、科3 l 技争t戸函

館色、昨今金〈鳴りを潜めて居るかの桜である、

之は質1こ接念な事で、甑に片山p . j閣<T. i U同にも表

明されて居る通れ利率、技術< T . : t J 長奥の聾に臆じ

て、各圏僅共一揖に立ち上って貰はなりれぽなら

ぬ時期であると思ひます。市して我が日本建築協

合はこれ等¢各種固種主固く。握手して進まなりれ

ばならぬと足、ひます。一般世舎の進歩を千年はす し

て. 建築界丈り一歩前進し鯨と思つでも、共は不

可能です、丁度職時中航室機工業の急: 足蛮建を望

んで見て色、他の} 般工業¢水準が低〈ては、航

空機ばかり良いものを鑑らうと思つでも出来なか

っすこ事宜が雷明して居ると思ひます。合員諸君も

千葉・各自の専門業務に精進せらるると共に時には

モツトい高所に立つゼ庚〈位合を見渡す事が必夢

である t 思ひます.

次 lこ融合容仕 t 云ふ事ですが、前ゆし1: 語り、

無名では中 A 有窺) 1.ょ副舎奉仕はI f ¥* ません. さ' う

しても有名 1: ii らおりればなりません。有名にな

るには官11舎を皐に協合員の みC二官J舎 として置いて

は駄目でせう、論より鐙按今日大阪で、建築界以

外ι 粧台大衆で日湾建築括合医存在主知る老が何

人ありませうか、ｾ桜な有撲で ｉ ｾ 折 角￠置士会奉仕

色、買ひ手U 無レ押し費りに終る事と思ひます。

f協舎を世世大雪 iこ筒放する t 云ひますか惑は協

舎がそツ ｈ 主顧 ｬ こｾ出する と玉 ー ひますか、モツト

P c，pul e'.r なも0. ' にす Z 事力広要でせう。此苦味に

於て協'e0. 号車誌なさ' も布き 方 を費へて、谷頭ι 書

底をｊｬＱｪはす様な方伊ｾ 1こ誰めて見? こらか相かと考へ

て居ます。元労t 廷繁等 t 云ふZ事，V 1 一般大索。英味

を惹〈ペき性質のものであると息ふ、昨今こそ国

民σ大部分以手から口れの生活 lこ迫はれて、建築

0.:、起駄なぜ lこ設入す ε 官絡は先手い告もかれません

が、最t合が安定する主宍 1: 建 築 lこ衝す Z 輿株会、湧

いて来る lこ迂ひないと息ひますし、叉左おな方向

に駐舎を導〈事が建築技術人主して (J._ 勧でもえ ら

うかと者へます。 Popul a
r にするとゆしても、叉

告ずりに俗ツボイ但叡な ものに して、 T I i 賓らム昔主主

義に臨すさ事を避切なりればならね事は1 ; ，論で す

具:謹，0: 阿吸は六?T殿レ k は存じ ますが 、琵 lこ角一

考して見る信: 値¢ゐ ε事 u言じます。

第i稜 lごして裁か協会 C 捻錬力を * 1こし、他C 闘

候風盟主 ¢握手を担〈し、且勺駐合大衆 lこポピュ

ラーなも0 " 1こ仕上げた笹には、鍛治協合合;他 C 総

ての科lf 技初i ! [ 憶を引きF れて匪策U ー?こ る科串

技術¢菰輿を授賞イヒする錆め、猷4車置煙から多数

の科著書者、技派'重? を医合五び陪僚 iこ詮 9i Y . 治に科

ｾ但ーを肝訳、する反 定行き度 ｌ 、主考Ｈま 、 す。

誠 ｬ こ従来の日本 ｇ 政治 Ｑ Ｚ は科ｾ性 会 ・ 無レ、科皐

主云ふ首固な基i %・の上1: 建てられ' k 殿堂では無か

っ? こ、之れ- 1こ政治家かJif. 語1 " /、感」に頼ち過ぎ

根按 α 無い「腰だめ ｪｾ 治を以て政治￠本質主心

得て居 Ｑ Ｎ 錆であち、共結果今度ｏＮ ｊｕ 誌の憂ｾ Ｎ 目を

見むと云ヲても過言で無いと思ひます、今後( .7)日

本¢政治は此駐に於 Fて大い lこ改革きれなりればな

りません. 之が鴛 lとは科f;f. 技維に充分O:-:J1i 僻ある

政治家を多肱匪舎 lこ詮る 事 'il 必要でせう. 此の事

は量生鞍翫迄数十年の間若レ科患者‘ 技術者1: 依っ

て常 iこ叫ばれて居た事ですが、終肢と共に撃を潜

めてしまひましに e 恐ら〈之れは一時的現象て共

内に文此の聾が大'きくなるに相遣ないと思ひます

るし、又左様な世の中にならなりれば、日本は永

久に教はれないと息ひます。

廷築技q4t;者 も. 若い中は大いに専門技術に精進

せらるべきでと，曹、ひますが、経験を積み、人物が

国熟する t 共 t二迫々技術の震を脱いで、賢い天地

に進出 Iし、救図の大事業のー捕を鎗五、様に成って

頂き度いと考へます。( 完〉
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住宅復興とこれからの住生活

，..、...-、'"内，、，脳内'“'"同，、，..‘'‘"“‘

大愚容の後は理主勝園も廠敗因も同じ ι 佐宅難に

悩まされるもので今度の蔵勝園Tこる米国や英国で

も住宅尊重は深刻でぺ英障では先頃住宅のない人々

が騒容を 起し? こ事は御承知¢遜りであります。

ましてや、我園¢様に都市の大部分が焼失し、

しかも産業復興、生活安定が得られなレ現献では

四百絵高戸からの住宅復興 は. ぞれに必要な走大

た費材ｾ考え＿こ Ｍ［ＱＱ でも容易ではない上に、今度

こそは「耐を稿に縛じ」て前より住みよ〈文化的

危都市左住宅 t を復興せねばならね事を考えると

今や住宅復興0-: 問題はE 民の奥訴 と各方面 ¢協力

主が盛り上らねば出来ない大事業である事を痛感

するのであ ります。

それでは、住宅復興を促進するには如何なる方策

を必要とする のであらうか? ぞれを考えて見? こい

と思ふのであちます。

先づ第一に、現在乏しい建築用物費を政府の計

霊による住宅建設等質に必要な建築へ公平tこ国滑

に配給するために、建築の統制強化 k 建築主要物

費17切符制とが質施される様になづ? こ事は、新聞、

放話各でも御承知の通りであ Iります。

第二に、此眠り ある費材¢有効な利用と不足を

楠ふt めの代用品の育成とが必要でi f ; ります、木

材や釘、. ガラス、セメント、屋棋葺材、壁材が不

足で、ぞれが石茨キ資源の不足、職誌や勢訟の事

情から漣がtこ増産が期待出来ない現献では、技術

的の考案研究によって費材の刺用容を高めて乏し

レ費材で少しでも多〈を建設せ，ねば念らぬと同時

に、圏内未利用σ 費源i " 1 * : 蛮利用して不定資材の

補充を園る事が必要であ b ます、漠然と輸入を期

待して此自力更生を怠ることは漠然と復興を見詮

る事 k なるでありませ h 山野じら草や竹で壁や天

井に用ひる立棋な建築板が色 k と出森てゐます‘

薪にしかな島ね雑木の枝で銅銭製ボールトよ b も

性能の よい木栓が研究せられ貴地に色臆用されま

し? こ・竹釘は改良の録地はあるとしても、今梯底

してみる鎮釘の代用になります. ガラスや錬瓦や

瓦も石炭不足で出廻らないのですが、石表の絵 b

要らぬ代用品も研究せられ、小規模乍ら生産は開
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始されてゐます。

一方、大工任せｾ家屋ｾ構造法を改良合理北し

て、木材や織を相官大幅に節約出来る幾多の優秀

な研究主考案とが生れつ、あります・、. 一例どして

臨靖則で木材を結合し釘、能、ボル下を省略する

と同時に木材も節約する方法であ b ます。

此等研究の成果を活濯な技術指導によ b共普及

を圃ド 工業化を促進すると共に更に研貫主進め

る事は住宅復興促進ー上の念務と存じます。

1f 三に努務費¢節約であります、第銀が高〈工

費が嵩んでは安レ住宅が移i 給出来ないので、作業

¢器械化によ之第遺書費¢節約を園るべきでありま

す。簡易な木ヱ器械が考察ゼ 'られこれによって少

年工等赤熟練者でも 者遜の大工¢散倍の仕事をな

し得る事は研気掛みであれ既に一部で質施中で

す、叉、木ヱ場を組立家屋生産用に轄換して性宅

の器械加工多量生産方式による第力費の節約も大

いに期待し得るものがあ b ます、簡易木工機の普

及ど器棋大工の主成と家屋の工場多量生産の推準

とは住宅復興促進上の急務だと存じます。

ｾｲ 四に災害 ￸ 防止について ｙ あ ｢ ます。大風や

火事、地震で年t二失ふ建物主義る事は佐宅離の綾

和上極めて必要であ b ます. 此填めパラツグは大

風叉は火災に劃し質 lこ不安たものが多〈、風営 b

の強L、場所では涯〈も此歓迄に控柱や筋違で輔強

し‘ 屋根の鉱板や「ルーフイング」は1 地に充分

釘付し柱ば土台 1';こ緊結せねばならぬものが大分あ

る様です。昨年は珍らし〈大風がな〈無事に過ぎ

たからと言って今年もさうとは限りません. 叉

防火については、自分の家から隣家叉は向への家

起、ぞれカ‘木造平家なら六米、二階家なら十米以

上距ってゐなレと延控をう蚊る危険に曝されてゐ

る聾で、外壁を塗壁にするか特別に消防の用意が

要りま，す。

第五に住まひ方と住宅設計計霊についてであ b

ます。住宅一戸の庚§ は制限をろげるのでこれか

らの住宅は狭い乍らも便利で衛生的な簡素乍らも

趣味もあ b寛げる設計でな〈てはたりませ Iv o 住

ふ人は家庭の事情に合せて隅々迄無駄な〈利用す



る工夫が必要です. 例へば台所、居間等の手頃の

釣棚やイ棚、押入内の小棚、屋根裏橡側下、床下

を物入れとして利用、大便器の防臭防虫蓋等‘ 小

さい工夫一つで狭い家の内がぜんたに便利にjf.; 潔

に住めあかん、〈つかの巧妙な例を知ってゐます。

併し乍ら、如何に工夫しでも例八ば十二坪に五

人家族では浴室や洗濯室を設げる告余地はな〈病人

があってもその安静も隔離も出来ません。客があ

っても静かに話も出来十、子供色落付いて勉強が

出来ない。そこで、一群の佐宅が協同で裕室、洗

濯室を使用し、更に叉勉強室、娯紫遊戯室、ぞれ

に病室、産室の附属しに、謂は ｾｔ 近所クラプ ｊ

K言ム様伝ものが共同で使へ? こち銘々 の位宅は狭

t とも文化的で保健前な生活が出来、経桝的であ

ると同時に、主婦は風呂焚ト掃除の時聞が短縮

出来て、教養¢時聞が得られます更に炊事食事を

近所協同に経聾すれば台所が狭〈て桝むだりで主主

〈、主婦は炊事と配給取 bの重荷から解放されま

す。現在C 生活の習慣から一時に飛躍する計霊は

慣まねばなりませんが、場所に雁じ居住者に遁合

する稼た協同生活の方法を互に研究し、近隣協同

住居計壷を樹て、質行するならば、各自の住宅は

狭 U: も、能率的、文化的友生活が確保出来ます

但しこれには銘々の生活に相嘗の切替へが要るの

で、これから家を建てる人達の生活向上の熱意と

近隣協力と建築家を安へての研究とが是非必要で

_ . 一 一 一 一 一 一 一 一 " 一 一 一 一 一 一 「

新 じ い 住 生 活

! と
設 子

いままで、建築に関して、外閣のすすんだ様式が

とちいれられなかったわりではないが、ぞれらの

多〈が官鹿とかホテルとか謬校とかいう場合であ

って、住宅について試みられる場合が少たか っ

＿こ。少なかっ ｴＺ ， ｾ まかりでなく、 ｆ をとわく ｊ Ｇ ｴｾ け

が文明化されでも、日本の家庭生活自身が改革さ

れ、歩みよって行くという動きがないときに、ぞ

れは'中途半端なところにとぜまって正し〈費遣す

るこ k は不可能，であヮfこ。

主ころがいま私? こちは、職撃の破壊という悲惨

な結果によってではある砂れさ¥因習的な生活を

捨てて、新しい質質的な生活をとらな〈ではなら

な〈なった。あらゆる面で、日本が新し〈なる fこ

めのよい機舎である. 好U ' E好まさ' るとにかかわ

ら令、国民の生活が念激に動いているといち費情

を捉えて建築家? こもは、国土計霊的な見通しにu '

あります。

最後に私はご十数年前の大震災後の東京復興を

皆さんと共に回顧して此話を結び? こいと思ひま

す。それは何か? 百貨庖、銀行、劇場、ホタル、

官公街L 事校‘ 丸の内、樫回門一帯は成程立誠に

復興し? こが都市の大部分を占める住宅と小商庖主

は昔乍らのみすぼらしい非能率的なもので而かも

雑然と薪集し、白書'ちゃ風通しが悪い共上燃え

易い「紙と木」の家屋であるので、ぜこかで火事

が出ると、忽ち大火事となり多〈の財産と人命を

夫ひ貧困 を招い? このであります、 。民家建築σ 改良

に積極的主主努力の足りなかっt:建築家にも罪があ

るが「住まひは雨露をしのげば足る」と言ム消極

的危奮式の置民の位宅都が無意識乍ら根強い障害

になってゐます。 ' 住宅は生活建て直しの本擦です

奮習を打破し能容的文化的な都市左住宅の責現の

篤に進歩的な計壷を樹てねばなりまゼん。

嘗分の間J J f ! 念的には木造で我慢せねばたりませ

んが、木遣でも或程度は大風色火事とを防ヤ事は

技統的に講すもぺき方法のある事ですから 、麿急: 佐

宅でも、出来る限! J v . - 防災方法を輩さねばなちま

せん。叉物資生産のR 復と共に、都心部の住宅‘

庖舗は全面的二耐震耐火のコンク) } - ト遣とする

事が可能でもあり是非せねばならぬ義務を我々は

子孫に劃して負ふものである事を申上げて此話を

終ります。( 柊り

かつて. 国民の佐生活をひっぱって行って欲しい

と思う。日本の現妖において、材料の制約のなか

で住宅のひとつひとつをりっぱなものにするとい

うことは考えられないことであづて、その慰から

も現在の課題は、岡民の住文化の向上一一住み方

の費革ということにあるべきであらう。

いつfこいいままでは、一部のお金持のまに地主

の都合に左右されて、都市計霊より 、建築物が配置

ぎれていt: といってもよかっfこという有様であっ

? こげれさ¥これからはもウ主計霊的に園民大多数

の稿利幸福の親黙から反省事れな〈 てはなちない

L 思う。あらゆる場合にその民主主義の理想が建

築家の熱情によって、国民生活の中に深〈食入っ

て行〈ことが出来るのである. 建築家が、御注文

のまにまにお好みのものを作るというような卑屈

な態度はすっぱりと拾てられなくてはならないと

思う。建築家は襲術家であるは十だし、更に科患

者でなければか. らな いはすもである。日本再建のた

めに佐文化がはにすべき大きな役割を建築家は正

確に自由につかんで欲しいと思う。

それにもかかわら十、いぜんとして建築が奮

態勢の個人的な好みに追いまわされているので
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はないか k いうような兼がすることがタ〈な L、

復興都市計霊なぜにつレても題解 E 熱情主を持? こ

ない建築家がな〈はｾｾ、のである。零 ｌ はかつで、

皐生の頃、建築中の帝毘ホテルの足場の開を〈ぐ

って、ライトきんが、御自分の建築計霊について

若い色のにu ' かつて、熱情こめて設明されるのを

きいTここ t がある。あるときは夢を語るように美

しいあるときは新しい建築的試みを語って私理

事者のように. あるときは建築家を理解し主主い俗

物の批評を及繋してはげし〈、書堅生? こもの心を揺

ってー、。忘れが? こL、印象を刻んだ。建築には、持導者

的、強言者的風格がなりれば( j : らないのだと思

う。物の殿には金〈恵まれない現在の日本に於い

て、嘗衡が、文化が、感間が、科撃が、十二分に

生かされるよりほかに私? こちの生活をまもること

が出来ないは令¥である。ぞれなのに、建築家がい

ぜんとして物に、金に制約されているというので

ばあまちにさみしすぎると，思う.

現在の日本においてそれがすべて課題であると

ころの、世合的なものになれ・ t いうことが住生活

において色またその目標でな砂ればならない。私

たもの非祉会的孤立的な封建的因習を打破して、

近代的世命的な文化を建設することが現代の使命

である。殊に、個人的、収主的なもめにされて来

? こ住宅問題を、解放的、 iiri i ，%的な住生活が笹まれ

るようにするこ ，1 : : は. 日本が民主主義粧台にむか

つて前進する耳要な一歩である 0 1 : : ころが・宜際は

、こ¢無茶に高いお金を仕i した木材で、板努をたた

きま b している 0' をそこらに見るのだから、なさ

りな〈なる 。。せまい自然蛮生的危うねうねし? こ道

Iこ、板甥ーだの垣銀行のこせこせとにちならんで‘

遣を歩いても少しもにのし〈な L、。垣根があるか

らそのすきまからひとがのぞきこみ? こ〈なる otゴ

し、塀の陽かげに 7. 1 ¥がたまれ紙 t すもが吹きょせ

る。これまでの日本には、建築のさまざまの語形

を? このしんで歩〈なぜということは出来はしなか

った. なにもかも鏡げてしまって、鏡あとのバラ

ック佐いに、塀も垣根もγよ い ト タ ン ば bの入口

にそって、つ〉じの花が咲いている風景に、新し

い自由な美しきがあることが感じられないのでろ

うか。

垣根 fj:. 1こにの垣根ではない長い間の封建批舎

に生きで来七日本協民の被麿迫民の根性が布、? こち

6  

のなかにのこって、 k れなかでいる証犠である ct皇

族はき封建組舎の遺物であ名。大きな庇宅lこ妓廓と

いうならよいかもしれないが、ぞれとてももうこ

れからは、個人¢邸宅の大なのをかまえるとレう

ことは、近代的な祉舎には不合理不似合のことで

あって殊lこ都舎の住宅は去るベぐ冨棋を主らない

ものぽEときぜったものになって行 t はす・である。

るこに垣根の存在なさ勺は1f .ー否定きれな〈ではな

らないものとなる。自分の家主? 位から隔離して‘

殻I J ; 中のよろな生活をす ε k いう官民のとらわれ

た策持を鮫放することが、建築家の任践であろ

う。ぜんなに小さ〈とも家にかえれば、男は主人で

女房子供を横柄lこ叱 b とばすことも喜由というみ

じめな自由は、封建m舎に許され? こ小さな自由で

ある。窓に目かく 白 し ｇ 板 ｾＱ こにきつりて、郵屋のな

かでははt: かでねころぶとレ うようなことは‘ 建

築的にはみに〈い格恰でゐる。人聞がはTごか iこな

って思いきりのびのびし? こい主いふ懲求は、もっ

と祉合的に、テ= スをする主かボールをするとか

泳ぐ色かスキ F をするとかいう様に餌決されな〈

ではならない。日本人は意歩ひとってって? このし

〈スボ F ツとして席J行する奮債を持っているひ t

は少b、。建築家? こちが塀をつ〈る事? でないぞの

家の延長として紅〈に叡歩踏を考え・て〈れること

である。日本には車道があるりれぎ、人道がなレと

いう皮肉をい b れるようではしかにがないと思

う。「軒¢家をグループ佐宅にするとかアパート

にするということ t: りでない散歩路キ原場も一

軒の家に院属するものと考えられな〈てはならな

い。個人の生活は出来得るかぎり慌素将軍士後生活

は出来る? ごり豊富にということがこれからの私

7こち( J . _ 健全な住生活でな〈てはならたいと，思う。

個人生活を簡素にするにめにほ、世食生活を豊

富にしな〈てはならないのいままでー、私fこち¢住

宅が外にむかつて解放的であることが出来なかっ

たのは、家が孤立していて祉会的な保護色援助も

な〈生活が簡素でない繁雑でご? ことにしきって

い? こからである。せまい家の中でな iこもかも緋じ

な〈ではならないの? ごから、四季、家の中はごTこと

fことしている 6 せまい台所に野菜を貯識し? こ h、

橡の下にはまきをつめたり、客用のき「ぶとんに. 病

人φ便器t: 、子供の机t: 等々で、押λ れ押入れが欲

しいひぜい貸家でも押入れの多いのが親切なこ



e' こな b、ぜまい家が窓を犠牲にした h 部屋を狭

t したりしているたぜ、つまら訟いことである。

なんでも自分の家にとりこんでおかねば安心が行

かないというよう訟原始経情的主主気分を清算しで

もつ主計霊的に考え、自分の家に貯識して貯識法

が悪くて無駄をするというの・でゑ〈、公共のかに

もで解決しで行〈努力をしな《ではなら友ぃ。冬

物1: 夏物だといづて、かややマントやこにつを行

李につめた bだした bせまい物置にかさねて苦努

をするかわりに、完全な倉庫にあす' t 1 る。赤坊の

t十年Lだって、食料品ピって一軒一軒で貯えようと

思えば水道を忙しぱなし七り、風遜しのよい窓に

はいもょうをつるしfこりのかわりに、共同の冷蔵

庫があればそこにあやげて心配はいらない。これ

からの簡素な家庭生活には、こうし? こ生活のプ戸

ルというか、生活のセンタアが必要である。配拾

ものたぎ? もここでーとま k めにとって、粉なざは

ｾ＠ 1 ; めて保管してお t 。希望でパンをや〈にもこ

こにかまぜ' をつ t れば、一けんーけんが小 さ危製

粉 機1: のむし鍋をいじ b まわさな《てすむこ主に

なる。主婦が交代でこ h の事務をしてもよいし、生

活協司組合組織に結びついて動かじて行げばーぞ

うスムースに行 ι 。生活 iこ閲するものは生活セシ

グアで計劃的iことりあっかわれることになって‘

はじめて、家の中が簡素となり、一軒一軒の家は

最少でカンフアグプ Jレ訟ものとなる。今日、アパ

戸ト k い、ながら、これに祉t . t 的主主問竃の解決が

不徹底であるため、結局、ー幸子ー軒の窓 iこも入口

にもうすもにか〈小荷吻がつみあげられ、みに{ ¥ 

不便どなる。

一軒一軒で風弓場を作ったり、洗濯のに? こきを

つ t る乙と 1;1 ｾこれからはぜいた〈であって、じ

めじめした小さい流しつコかわ bに、共同の合理化

されに洗濯場をも たね ばならない。しかし・これ

まで、すべて共同の施設というようなものにつ

いて 生活力面かレーーその使用者 であ る婦人の

側から、質強や工夫や研克がなされ、報 告される

ということがなかったから、共河洗濯場といって

もーi爆の形式1: けで・殊 iごその計蜜 ‘こ、そ の生活

者集圏それぞれの特色が生かされるというような

ことは出来す重賓のようで、大してとびっ uまさ'

の施設でもないということが多 かつに。これらに

艶しても、建架ｾ ｾ戸前 極的に、霊験的な機会をつ

くって主婦たもの報告を求められにら有意義 ｾ￨

思う o いままでは共同施設の幼稚のTこめに、共同

左いうこと、社合的である主いラことそのものに

封する迷いや疑いが生じてしもう k いうような有

様? もあっ1: e 思うの殺後十想坪住宅しか七でち

れないという欺熊で、水道もあちたにひ H1.よい都

市外務なぜでは、 ｾｨ 歩ぎな家がひをつひ ｅ つ非

戸をほ町あげている 'tt'C e いう無駄が卒無? 繰 h

かえきれているのをみろを、建築空貨の腰の拐さ t

いうよ号 Ｗ よ ｾ Ｎ ￨ ｾ感ぜ十にいちれない。Ａ￭ ｴｈ［ 菱、も

っ E大騰に、耕しい司置のアパートやグループ住宅

なさ' の試みが行われたちよいを J層、うのに、老れも

混 k 1こるものであっ亡のいまま? のようなおイ受所

仕事でない民主駒な組織 t して住宅管顔、住宅組

合 t いうようなものがつ〈ちれてよいはや行し、

費本家のなかにも少しは性交化の向上の七めに寄与

興してもよい E し‘ 建築家が理想を設いでみるペ

きv - e  1こちもあるのではない1: ろうか。

農村立〉住生活についてし徹底的な改草が加え

られな〈ては君主ちないは令である。農特において

は家庭生活、住生活、だけでた t 、出産関係におけ

る封連性の梯拭のfこめに、ぞれが犬きな役割をも

つからである。しかし、農家はほ ｫ んぜ ｾｪ 殻堤富とこ

ろtr つでいないの都合の場合の土ろぞの改草に容

易左機昔? を興えちれているのではない。しかし‘

今月、幾停でも需主吋の癌将校態がよい k いう賭に

目を tr げれば、祉令的会均的な建築均t : 曙んにつ

《ると主である。そこで脅しい住交化に到する教

育を受けることになるし‘そこで祉今的解放的 Ｑｾ

集令を略民』η なかにつ〈ると kが刑事終れば、近い

将来において必ちする農家の住宅改普のきっかけが

つ〈られる主恩 h かつて. 私1 : もが東北の農村

でセット Jレメント事業をしていた頃、ぞとに遜っ

て来ていにある貧農の主婦が. 自分の家の台所の

改善を熱らにおもいたち、自分マ工夫し設計して

流しのところに丸い窓をあけたれ下に風遜しを?

っ u 工b専門家i ' : b : ざろかしたことがあった。初

級中皐佼の?こめに建築をする村なさ・も少くないよ

うであんそれら乃場合に建築が、充分厚生建量的な

窓味を生かして、新しい型の公共建築物を、粧合

的な機指をと十二分iこ生かした建築文化を? こか〈か

かげ、うち fこてで下さることを希望してやまな

，( 発〉



正倉院の二とども

池 田 谷 久 吉

正倉院主は元来最も貴重なものを摘める倉のこ

とでゐって、 。逮〈奈良朝時代には大蔵省や諸大寺

なれは熱れも正倉が設置せられてゐたことが古

い文書}こ見えてゐる。然し現在建ってゐ' るのはた

Y東大寺の正倉D みで、現今一般に之: e i E 倉院と

呼んでゐるのである。それで正倉院はもともと東

大寺の所属であったのであるが、明治以来帝室直

属め賀庫となり、今日に及んでゐるのである。

担でこの正倉院が古来世に喧偉されてゐる所以

は、云ふまでもなくこれが帝室の勅封離として‘

聖武天皇の愛玩遊ばされずと御物そ の他奈良朝時代

の善美左輩し? と襲術品が幾多襲蔵されてゐる賄に

ある。又その債値から去っても、i E lこ日本が世鳳に

誇り得る東洋轟術の粋を高般に亘って戴した一大

質庫と云ひ得るのであって、今後此等の貨物がt止

に公開されると b もに、益々人々 の驚嘆金集める

ものと思はれる。今これ等の質物がぜうして東大

寺の正倉院に離されfこかと云ふと、聖武天皇は天

王子穿費八年( 西紀七主六年〉五月二日崩御された。

そこで光明皇后は先帝の御冥!穏を祈璃する念止み

難〈、同竿 t¥月fr 一日即ちた帝の四十九日の忌日

に営って、先帝の在せし日つ御調変品、御貰陶其

他高貴な薬品類乞東た寺の見虚遮警官大傍‘こ奉献避

されたのである。こ の昆壷遮郡大悌:ま聖武天皇t;

格i 1 t の御頭として造立され、御信仰畏も篤かりし

伸である。従って光明皇后が先帝の御遺愛品等を

大悌D賀諸に事就笹，ま された乙とは、先帝 D御迫

間として最も意味あ ることであっ? このである。

光明室后がこれ等の御物をえ悌こ奉献きれる時

に・添へられた目録があるが、これが即ち献物実で

一名画家珍賀慢とも名付けられてゐる。そしてこ

の献物提D綾初には皇后の願文が雄到な筆によっ

て替かれてあり、今注ぺTこ御物奉納1 ) 事情b>具さ

に記載されである。但し皇后の御物事例はこの時

を以って絶つ? このではないそれからも前後三回

各

に亘って行はれてゐる. 即ち天王子勝賞八年七月サ

六日には、皇后は更に欧陽詞の真蹟拝風や王義之

の臨書界風や種々の花艶共他の工華客品i > 奉献され

た乙とが‘ 塀風花艇援と名付けられる献物! 長によ

って明かにされる。次に天平賀字二年に至って‘

支郊の書聖と云はれる王義之及びその子王献之

の虞蹟が先帝の御態底に残ってゐるのが分つTこの

で、同年六月ー日又もや之を献納遊ばされに。之

が大小異蹟慢と云はれるもので・今回の特別展

観に供されたものである。ぞれから同十日ー日に

至ると皇后. の御父藤原不比等公の異蹟昇風を閉じ

〈大悌に献納遊ばされてゐる。これら等のものが

悉〈今の正倉院に納められにのであり、又正倉院

御物の主瞳を? なしてゐるのである。こ の正倉院に

は大悌開眼の際の錦具、法要具や稽徳天皇大悌股

行幸の献物なぜが襲蔵されているが. 執れにして

も奈良朝の貴重な賓物詐りである。夫故にこれ等

の賀物は代々世々非常に傘ばれ、御倉の開封は常

に勅許ｩ＾要し、如何なる横力者も未 ｴｾ 嘗でこの提

を破設し得なかったのである。

ぞこで先づ御倉の建築であるが. 外観上から云

ふと甫北に長い東画する四注遺D 屋根を頂い? こ一

様θ 建物である。そして床の高きが九尺もあるこ

とが、一見して他の建築物と甚だしい相遣を示し

ている。又内部は南、中. 北の三会に直分されてゐ

て、この中、南北稲倉は三角材を井桁に組んだ所謂

「校倉造 j になって居れ又中倉は坂倉になって

ゐる。この床の高い建て方と云ひ、校舎遣と云ひ

奈良朝賞時行はれfこ貫戴建築の典型的な犠式を示

すものであって、通風、防源、防虫害なぜ'の鮎を?

充分考慮に入れた構造であると云へる。色 、ころが

この建築に挽いては一問題があって‘ 最近甫、中、

北三倉が同時に出来たと去ふ設と‘一方中倉ｾげ

は後のもの ｾ￨ 云ふ設とに肢れてゐる。今度正倉

院御物特別展観に際して西下せられた石田茂作博



士はもこの問題全採 b上げ. 文献 k貴地調査の二方

面から中倉は後に出来7こ色のであるとの推定を下

されたが. 正倉院建築 J ) 問題は今後の感界に重要

なる_ . 研究課題を奥へたものであると云へる。

ヨえに御倉に納められTこ費物である /J; 、その種類

から云つでも文書、 文房具. 、箱類、鏡類、緒壷‘

染織刺繍品、遊技具、工匠具、装身具、 B手風類‘

柴器類、築面、武具、悌具、香木. 薬品類共他の

美術工事品で、金〈多種多様のものがある。前述

献物慌によって見ると. 例へば王義之、王献之真

蹟、扉風花髭援に記された王陽詞虞蹟昇風、臨王

義之昇i I . 、及び花眠、或は藤原 f三比等の真蹟昇風

なざの珍貴なもので、散侠したも のも相嘗ゐるが

併し献物侵記載の幾多の ものが千二百年の星霜を

関してよ〈現今まで襲蔵5 れたことは異に鹿賀に

犠えない。聖武天皇、光明皇后の御代は所調「暁

〈花のにほふが如〈今盛 りなり」と誕歌された天

平時代である。この絢閣にる天千時代の然も聖天

子の御物を留めたものが正倉院の質物である。従

って何人も正倉院御物を以って天平時代の最も華

やかなものを象徴しにものであると云ふ賠に異論

を持むも のはないであらう。事責これ等乃御物ｾ

拝すれば、その意匠と云ひ、技巧と云ひ宜に洗練

されたものであって、その濃椀華麗なる趣は定i二

絶讃に値するものがあるのである。

我等は斯〈の如き絢欄fこる文化が今より千二百

年前我が園に花喚いたことに、今更ら乍ら驚異の

眼を見張ら十にはゐられない。しかしてこの正倉

院をァ遜じて. 天平文化を按するるに、それが唐文化

を背景にしてゐることを? 否定出来ない。歴史の示

す 如 し 唐D 時代は支那四千年 J コ歴史を遜じて最

も隆輩ｾ極めた時代であって、遠〈印度、波析‘

西域地方、更に西洋 D文物を吸牧して、 国熟 しfこ

ーた文化を中掴に出現した時代でゐる。この文化

は飛鳥! 時代末期より白鳳等代を通じて趨捜として

我戸沼 iこ職λ され、こ J) 間我 o; 園文{ じ っ設違 tこ一

大貢献金なしに 3 そして我が天平文化は 煮に こD

唐代文化を背景にして結賞した精華と稽 し得るの

である。従って天平文他の梓fこる正倉院御物には

唐文化のit 響が歴々と指摘されるのでゐって. 御

物が全般的に漉境な調子を帯びて居，1) . 華麗な意

匠ｾ具してゐる賭なさ｜誰人にもそれ が唐式 趣味

に投じたものなることを首肯せしめるに足るもの

である. 爾 D みなら十御. J o / J ) ) 中には、この唐式趣

味 iこ何様趣米を加へんとす芯苦心のあと D 見える

作品色あるが. 又唐簿* と思はれる作品も砂なか

らすも存在する乃である. 併し乍らこ の事はぷたして

正倉院轟編。世界的慎! 直営減少さすものではな

い。現今中週 i二於いては謹，菅文{ じを如貰 tこi思sf尋

る遁勿は必十し色さう多〈はない。しかるに我々

は正倉院御物全遜じて遺憾な〈洗練ｾ Ｎ れた盛唐文

4bの跡公各方l醤より窺ひ得るのである。この意味

に於いて、 ，正倉院は東洋文化の殴堂として粛々そ

の民債を母めるものど云ひ得るであらう.

この度奈良帝室博物館に特別展観された正倉院

御物は三十三貼である。これは数千里占もある御物

の難の上から云へば、ほんの一部に過ぎないもの

である。又その内容の上から云って色、その執れ

色が必すもしも御物中の梓に嘗ると云ふわげでもな

い。夫故に今回展甑きれなかっ御物の中にも、例

h ば国家珍賀帳 h か、聖武天皇及び光明皇后の御

書 とか、烏毛立鼻風 kか、扱ては柴器や碁盤や厨

子や襲査なざ. 人身の待望久しい又奔観すべき色

のはま Tごま打数多 〈ゐる。とは云ふも Jっ、今回博

物館に展視された御物? ごりでも、充分l正倉院事術

の優秀さ をl止に紹介し得fこものとまって敢て過 tぎ

ではないのである。今回文芸としては献物涯の-

Tこる大小玉民騒漫及及び柴設論、色紙詩序の三賭

が出陳さ れた が、之によって我 々は見事な天平時

代の措行の筆蹟を親賞することが出来る。又豹文

竹、班竹、篠竹等雀頭筆、船型の唐墨 4背班石には

め込，まれた風字硯等によ? で. 雑味ある奈良朝文

房華街を賞美する機合にも車まれてゐる。又紫檀

木霊費六局、密陀彩緒箱、蘇芳地軍側省箱、密陀檎

漆皮箱、銀. l J ! - 肱八角鏡箱なぜによって、燭熟しに

工事と練みのか 』つ? こ種々の精績なヱ欝技巧を満

喫レ得る。或は銀張b 水背八角鏡・平螺風鳥獣花

"I-f 固鏡・狩撒文銀査なさ' に接しでは、嘗時の鋳金

書毎術D 妙を看取し. 墨霊山水圏、墨檎菩撞像なぜを

拝しては. 天平総重の雅味や堆揮さを窺ふことも

出来る。更に烏木石爽鵠昇風、羊象形璃瀬昇風‘

1'J: l ! ' の前に立てば、温雅な天平染織の味に陶弊し

孔雀文刺繍幡を見守れば、華美なF普好を偲、ぶこと

も本可能ではない。次号こ又粉地彩給八角床脚凡の

金調採色の鮮理 さ・白瑠主面碗、総E留瑞十二世長 不

等 ， こ見る硝子轟術の面白き、共ｊＮＩ他厚角把 ￋｉｾｒ 葛

形鞘ｾ玉珪刀字、寝室昌竹形如室、赤銅柄香 常 、紅牙

竣富尺・ 合主銅渇. 伎業高な と0 ・執れを兎℃色屯吊

として、天平轟 I将つ :告さを uるeこ ，る も J であ

る。此等 D 賄より考へて: . ，'¥;.等は今回 フ展組こよ

って天平文化iこ封する理解 と関心を充か掘下げる

ことが出来るわけであり、同時に 更に今後展視さ

れるでゐらう数々の正倉院御物に大きな期待をか

り得るのである。

敗強後今や再出費J . ) 塗に去った日本には文伯圏

家宝設といふー←使命t ; 存する。この秋乙嘗り偶

永々平J . ) 帝室 D部 ;旨より役人! ) 甜 iこ公開された珍

賀はまさ「志 ｾｊ［ 我等こ高い索張らしい文化を提示

したのである。されぼこの嫁t 1 . ，' こ文 fじ財冷今東 i )

日本D 文化運動こ多大方議犀と示唆をと奥~るもの

L 思ばれる Dである。向ほ今回正念:諸仰防乞斧現

して我等建築家としても撞々 {尋る底がめるので‘

この特別展観の着陸 iこ高睦の感謝を俸げて、この稿

を悠ること、する。 ＨＲ ＱＮ ＱＰ 月建築協ｾ見司昼食後日〉

9  



ち、将校用家侠向の高級アメ四トにする事1こ決定

して本設計の完了したのはニポ一年のニ月の中匂

だつに。工事契約が三月上旬で‘ 竣工強定iま六月

末と云ふ事だったが‘ 主要費材入手の関係や総選

維や‘努務者の就業献態‘食糧事情等にわｾゎひ

されて‘ 工期の延期となり‘ 施工者‘ 東亜建築祉

の多大の経済的の犠牲に色か、わら令工事契約後

R. S. SASSOON氏の経管する

家族向アパ戸トに就て

一 一 ・ 曾 員 作 品

一
一

回

- 設計武問建築事務所建築士

・施工株式合世東亙建築粧

擢災地への蒋遺築が進みかげた昭和三十年の

十一 月lこR . S. S AS S OON氏が、権災外人向

の住宅復興の計壷'J) 話を持ちこまれて、ー戸建

住宅にすべきか、ア j 、F トにすべきか、経普上

の問題もあり、材料入手の関係や、建物議算や、

聖地の閥係等から結局木造三階建のアパ F トの

略設計をまとめ上げたのは、二十年の十二月だ

った。共の後進駐軍持続の家族が紳戸 iこも在住

すると云ム放勢i二な b、依額者の経普方針も饗

武田健三

健武

量生物外田

A .玄関ホール

B I信 銀 *

C 居 間

D 食 堂

E 獲 霊E

F 護 所

G 浴 室

B 使 用 人 当Z

I 使用人便所

J 押 入

Iζ 非 常 階 段

L  df' t1 ト

MヲF 箱

N 旋 回

O 著 書 化 槽

ｐ テ νｾ (:地

下 ｾｊ 二部 〉

可0 .1

8・…・引100

治下室… … l i . dl 郎

J  ｾ膏 J ・・・・10'.4311

3 除 - … か

3 階 . ..， 11 

延 坪二…・217:9坪

敷地伸渡… .. l i 3.0坪

N

①

s

 

1 階 平 面 薗

10 



S  •••... 1/ 100 

階 ..，・・・ 93. 77坪

h  . . . . . .  "  

h  . . . . . .  "  

屋綴. 室・・・… 2. 6')  

延 涛 … … 283. f .JIi

ｾ地ｾＮ …・・・ 213. 4坪

1  

2 ‘  

3  

玄 関 ホ ー ル

居 間

食 堂

療 室

益 所

浴 室

使 用 人 室

使 用 人 便 所

前 竃 室

物 怪

押 入

ダ グ ト

ヲF 箱

庭 図

書 静 化 槽

A

B

C

D

E

F

G

E

I

J

K

L

M

N

O

 
健 物 外 l !

，'r: .. 二i

NO. 2 

- i納税ごロロEJ

Y そ も7: ぺ;:f ヤ〉

本 町 田

No. l 建吻は生国直中山手通二丁目

No. 2 建物は生田置山本通コ丁目

NO. 3 建物は北野町四丁目

この他に山手通iこNO. 4. 5. 6 の. 計壷済のものを

合せて‘ 六棟‘ 各建吻三階建) ) もので‘ 今国境工

したものは‘ No. 1. 2. 3 の三棟で‘ 合計二十四家

族の建問。である。

2. 平 面 計 費

ー家; 炎三ト坪乃至三十五坪程度? ‘ 夫搭及使用

人一人 D 場s - と‘ 夫著書克子供ー人乃至二人，使用

人一人の場合万二種顎万要求) ) もとに‘ 敷地に封

し‘ 経斉均二有炊こ2 f 薗理置 D誹霊を進めた。三

つの建伽乞通じてL 設地に霊まする建助建坪の割合

は‘ ｎｯｾ 1 建吻で46%. ‘ No. 2 建物で44%No.  3  

u  

のインフ v 戸以ヨンや‘ 建: 勿用万三次製品の製造

業昔 D復興状態がおもわしげよカBつfこ矯‘ 材料入

手綾等でＮ竣工が十一月にまで延こ ｾｴ こ事は‘絶望え

後の枇舎股態がι 見て‘ あらゆる惑捺件ぞ克服υ

て‘ 竣エしたものと云へるし‘ 蛍年号D 結粟だった

と思ふ Ｓ 工事 ｩ こ査要 ｩ 目茶された‘東Ｍｭ建ｾ註や‘

衛主工事 D 閑沫工業株主{ ! ' 社‘ 電試工事 D キリ y

商払庭週工事つ金調遁 ｅ 土木徐 ＮＮＺ ｴｾ 吐 ｄ 各位之〉

結えなる努泊三 Mレ‘ 設「者として感謝する次第

である。

L 主」担

建均泣置は‘ 神戸三 a > P 必湾より山 D 手こ登っ

た‘ F宮内の舗斜地であり、擢災官官よ b紳戸θ 外人

住宅及高経陸宅池 iこ属する地域の一角である。

電位



計者の考A とすれば‘ 建物が三惜建でもあり‘ 庭

園共の他物干場等の官余裕を考慮すれば‘ 穀地に劃

する建坪の比率は40%以下に取るべき? ゴつにと思

ってゐる。

各単位家族に封して要求されに室は‘ 居間‘ 食

堂‘ 厨房‘ 浴室便所‘ 寝室1乃至2‘ 使用人和室‘

使用人便所‘ 物置等であるが‘ 建物が三階建でめ

で‘ 5Q%‘ 平均48. 7%! : 云ふ結果になり‘ 現在の

建築法規制限より多少悪保件の計霊と左つ? こが‘

依頓者の要求は、木造?で建て得られる‘ 最大限の

色のと云ふ‘ 経皆上からの1注文もあり‘ 多少の比

率の超過しに建坪となったが‘ 附近の航態‘ 道路

闘係等の‘ 設和さるべき俵件から‘ 特に監督官鹿

のゆるしを得たものである。但し建物竣工後φ設

8 … … 1/100 

鰭 … … 132. 03.坪

"  .. .  

胃... ... "  

延 安" . ・・ ・・ ・ 39(i .J 坪

政治事F敏… . . 284.5坪

"  

1  

2  

3  

玄 関 ホ ー ル

居 間

食 室

集 室

浴 室

. 所

使 用 人 室

使 用 人 便 所

持 入

ダ グ 干

非 常 階 康

助 置

芥 箱

庭 園

著 書 化 構

A

P

C

D

E

F

G

E

I

J

K

L

M

N

O

 建 物 外 観

⑪ 

No.  3  

1 踏 平 面 阻

ロ



るfこめ 1こ‘ 主要階段の外に各使用人共通の‘ 使用

人専用階段を耳元 h これを非常用階段に併用し

に。思位家族散 3人乃至 6人のλ 員に針し} 家族

思位の坪散が‘ 相嘗徐裕のあるものとなっ? こが‘

これは食堂を来客の場合を考慮して 6 人乃至 8 人

敬容を要求されに＿こめと‘唐聞と‘食堂ｾ猫立さ

した計壷ぞ要求されたにゆ iこ‘ 米国お? こりの中級

アパートの家族営りの建坪に比較して色大き過ぎ

るきらひがあるが‘ 食堂を居間の一部に取り入れ

る型式にすれば‘ 単位家族嘗りの坪敷も 25坪乃至

30坪程度で‘ 言十霊することが出来fこであらう。

現在進駐軍将佼の入っている家族員数は使用人共

で平均 4 人である.

3. 建 物 の 構 遁

，木造で 3階建となると‘ 耐震‘ 耐火に劃する構

遁上の問題が第 11ミ生じるのてが‘ この計霊に於

でふ準耐震‘ 準耐火以下の程度のものであるこ

とは‘ 原則的にまぬがれないのであるから経済と

材料入手の関係がゆるせば‘ 少な〈とも鎖骨準耐

震‘ 耐火構造叉は進んで‘ 銀筋コシク 9 ート譜又

は‘ 工場生産たよる軽量コンクリー h プロック

等によ って言| 聾したいので あるが‘ 現在の日本の

献態では‘ 仲々困難な問題でも あ れ 大いに研究

すべき問題であると思ふ。

4. 建物の昨i帯設備

各家族の居室 iこ‘ 援組を取る要求があって‘ 織

筋の入手般のTこめ、銀筋コ γ ク P ート、遣の煙突に

計壷する事が出来す¥域五謹で施工しTこ事は‘ 耐

震的に見て‘ 非良心的であるが‘ 軸組の主僅構造

に添はして‘ 満立させ‘ 煉五鑑煙突自身に建物の

荷重を加へ Tよい様には考慮しに。建物使用後の欽

態でば‘ 援燈は所調‘ 室の中心装飾のみ とえi: ｾ，＠

補助的に薪を使用する程度と云ふのが‘ 援組内に

電朱ストープを置いて使用する程度であるから‘

構造上の無理をして‘煙突 ， ｾ耳元る事は‘意味のな

い事fごと思ふ。日本の石炭事情が少な〈とも職前

の程度君主らぱ‘ 温水媛房設備にしにい所であるが

これも現献ではいたしかたないとあ 'きらめねばな

らなかった。厨房用肱料及浴槽の給湯‘ 室の援房

i " 主として瓦斯による‘ 計霊が石決事情悪牝のた

め‘ 電無に依る事と恋ったま毒‘ 工事中に電気要量

の増加を童会議な〈され‘ 配線の費更等のあった事

は工事進渉上の一つの悪僚件となった。使用後の

厨房燃料及室援房‘ 浴室の湯沸等杢郵電集に依っ

て居る。各建物の電気要量は No. 1150kv No.  2  

150kv No.  3  230kv である. 家族嘗り平均 27kv

である。

5. . 建 物 の 仕 上

基礎 字ンク y - ト布基礎

外壁下地斜桓張‘ フェルトー居強

ヲイヤーラス張‘ 色モルタル組面仕上

屋根 フェルトー居強‘ 日本瓦引張j捷瓦茸

内壁木摺下地漆喰塗‘ " 7 ] ( 性ベンキ塗

階段室腰廻 6 ベ= ャ板張ステイン仕上

巾木杉製ペンキ塗

天井木摺下地漆喰塗‘ 粗商仕上

居間天井‘ｾｾ粧梁克出しオイルステイン

仕上‘

床 畳階床‘ 二重接と仏フェルトー居の防湯

居ｾ取る。二階‘三階‘床槍板彊‘ス ・ テ

インワックス仕上

建具出入口‘ 腰唐戸杉製ペンキ塗' 窓建具‘

雨開杉製‘ 網戸取付可能

厨房f ..部設備木製食器棚‘ 人誼石研出シ一部

タイル貼銑シ台‘ 瓦斯レンデ置場排祭フ

F ド付、 電祭レンヂ 7 k w 電東冷蔵

庫乱 ｾｫｷ 電熱コンセント付

裕室壁白色陶器タイル接‘ 床磁器モザイクタ

イル張‘ 床及腰アスフアルト防水居 5居

浴槽コンク y... r ，タイル貼‘ シャヲー

洗面器‘ 洋風便器‘ メジシンキャピネッ

ト及鏡付

玄関五寝室衣帽入押入雨期ご段ヲ設備ス

使用人室三帖巌‘ 押入付‘ 水道‘ 五新‘ 計

重器取付‘ 呼出電鈴藍置付

使用人便所和風大便器‘ 水洗装置付

共の他附帯設備汚水静イぽ普

各家族用石炭庫及汚物鹿理箱

庭園及門‘ 葬煉瓦積色モルタル塗桂型} 都タ

イル張‘ 木遣塀

庭園は芝張‘ ヒマラヤシグー‘ 玉イプキ

ツツジ等の植樹をなす ( 完〉
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鹿島、平和祭、英

薮 中 一 良

昭和22年8月6日¢朝は、ここ贋島も務々しい。

昨日泊つ七宮泰寺町の債島土建命館を尾崎常務、

大和主配長主共に出て、債島支部長蕗回庄市、副

支部長古称義教a . : W氏を撃町 iこ訪ねる。慌しレ主事

窓の一瞥であるが、布役所キ文理大なぎ道(CW側

iこ在りし昔を偲ぷ中 t二力強レ復興の息吹きが感ぜ

られた・容申幸続から U操りでない、が小さレ被害

は見受りられ1: 。鰻心よ b御室主棋で 2 キロ、宮里町

で 2 キロ牛f立fごらうか。

平和祭¢式典は平和陳場. 平和! 京場 k は、今度

¢薪し t ' f 前でゐる。元安橋を西 1: 渡って材木町

の北部、相生橋寄りの三角北帯、 150対! 次回方も

あろうか。焼跡も車 ｾ ｾｉ こ丹羽りられて、元 Ｕ 長川も

コド川も無心 ｩ こ請い流を見せてゐ ｾ ｾ .  

8 時から関舎の僻、平和塔除幕、王F手口宣言と型

通ち誰んで、今しも打上花火と共 lこ布長の手で平

和￠鐘が全世界 ｩ こ響ｾと釘ち鳴らされる。丁艮 Ｇ 歴、

史的のピカドン¢時刻、 8 時15分全員平和o: : i i Yf ! >

を捧げ争一一これは皆 A K から米lil'" 放 詮 さ れ

る。誰駐軍、文部大臣、腐、先;惑のメツセ F デ等々

k 。鹿島工業の中山氏¢額も見える。キ和の鳩も

勢よ〈飛ん Ｑｾｯ

塞白( ， 1こなびくところ

昼 ¢ は て 東 lこ西 iこ

お h 高〈 叙ひぴｾと

鋸は鳴る 正月uo. ; 鑑に

いまわれら 雄々しく起ちて

その柴え こ、 1: 興さん

一一平和祭¢敵第 H 在ー-

式¢ス5 " - ヂ〈雷紫堂〉主主F和主答どは布¢設計。

昨日着いて語順 ｉ ｾ 括水組ｾ訪心ると最後 ι 仕上

にと久良安p支倍長と谷JIJ 氏と iこ案内 Iされた。一週

閉じD勢作でが美事な出来映え. 鐘0) 苦心談と共に

引綱￠試し ｩ こ懸命 ｴＨ ｾＱ こことを想ひ出す。金い

T有占更が5:縞を! 11t， 、て鳴らなか勺? こら、それこそ世

界的¢失ひ話 iこなる。われわれ¢柴匡話は・…. . …

止めておく。

1lA島平和祭協会が行事¢主催. 数々の行事は質

に 4，5， 6， 7 . 日を主として7月5日から8月14日迄

圭布竣 iこ亙って繰 b菰げられ1 : 。その中 ¢建築闘

14 

係では都7有復興展、観光建築展、建築復興展もあ

るが、ヰ金支蘇員加工の「モ‘デル・ハウス」が断

紫光る。元朝 ｾＳ Ｚ 校跡、掘端 ｬ こ蔚を並パてゐるの

が Y レ。広島市本年度第 1次免震性宅 270 戸 lこ封

する 11集のモデル。建坪 l;no拝むが布が採光通風

等の侭質的にと、賄来のま草築も鷺定じ7こ親切なも

の。これを本合支部¢綜鋭、共立，鹿島、。蕗問、

問、ぉ 7k、銭高、大称、水野、炉問、骨中、原島

工業'0.:: 11置土ι 出品施工なのである。一廓 (JC，入口に

x 9尺位の大看板 tこ「日本建築協会庚島支部合員

一..J ｾ薙名大書しであるし、叉 Ｑ 戸づｾＮｺｰＮ商圏

キ施工者名も拡げてあるから戦ちはい、。

支部包張合 tこは 4 月中旬中西高I，i l " 長と共に出掛

ｾＱ こ￠てが、佐￠聞にこれ文成長し＿この＿ゴろう

か。否、質はそれ丈0 . : 3草地があっi1これは・ョソ。こ

〉で支部Z 諾氏、殊 iこ市(}"; 二約建築諒長 iこ漉腔の

叡定、を法さねばならなレと思う。

この日は較から布民が三t . 五々と盛l三見又熱心

lこ鼠ねて来τ 居?こ。 6t 岡にしては仕事が良過ぎ

る位てが、これを地方位生活の一軒横 k して} 般

¢昏署長 iこ費す111まそ 0，努は国Hいられる? ごろう.

＿こ ｾｬ 象 算と拝殿を考へると ＧＲ ｟ｆ 建や各戸の裕室た

ぜは駒来｡ＮＺｷ［ ｾｲ ｊｪ題 ｅ なるのではあるま ｌ 、か。

尾崎西J l I 原氏とう苛れて庚』ミーから果。

央は、揺り鉱の側をEをして底を故い? こ様な現況

でｾる。でも新しい商港目指して立ち上。てゐ ｦ 二

庚の誰駐ｾ勝校舎宅を観る。緩やかな丘Ｎ思在

する 2 百 l乙託い色とりさ. ! J の屋根 k 壁。肱ゅはお

噺の闘の様 lこ美しい. 池上技官は色彩¢指示があ

。亡ので随分苦努したという. 道路が完成して.

植艇が終れば患う美しL、住宅群となろう。フト、

前日のモデルハウスを憶ひ出す. あれも良い。然

しこれは杢〈美しき打。 12キロ¢豊富塵器¢つ t 家 I

e  6 高国¢家とめ宮北。然し、吾人は援会から 12

拝へと誰んで更に 5，人世帯20坪¢家へと躍進した

くてはたらないと、熱々者へさせられる。進駐軍

のも 3- 5人世帯。家であるめ t'!.

務れいこの慌しい接について. 藤田. 高谷、

古林、久良如、谷JII 諸氏o御配慮と支部の岡叛氏

合員奥井忠太郎、山口倫彦、本田明三二め諸氏の

斜第苦に深甚の翻意を表して筆を捕ら

(22. '  9. 1.) 



ｾ施工技術崎町 ＨＲｵ

3. 建 築 施 工 技 術

建築工事Z 施工とは、建操;物 C 楳想を具盤イ七す

るTこめに、遂行誌上i二起る一切ι E主張障告を弱!除

克服して、そ¢宇品症を貰監化する釘震を云ふので

ある. この技術は艦e船キヲR布犠車専のか工組主技術

ｬ こ ｷＺｲ こもので、単一製品ｾ作るまお艦艇布￠皐 Ｇ 謹技

術とは多少毛o _ : 起きを具にするものである、 7こに

建築工事で U 同『工場内で同ーのものを作るとい

ふこと会 ｬｬ ｾ 沫たレ、並 ｬ こ佼克材料が土石井 ー 材等を

多 q 実用する? こめ 1: 、吾底ではtL! .* る丈りそ 0': 附

近より之等￠本社桝を蒐集しなｾればならお黙が穿

ってをTる。

基集勅iこHする技第は之れを「三つ J I こ. s1j りる

ことが tt* る、l ! PちZU、計技鋭、施工技術及び但:芹!

技緋:等である、此慰色豊E船、旅行叡等¢技術と同

様である。前二者は建築敬lを作るための技術で‘

その工程Q.: 上からの直別である、最後の佼:用技術

は人聞の生命を保持し生活を持続する 7こめ tこ、建

徴 。 を有勤 ｉｾＧＦ もそ￠生命を長ぐ ￭ｬｩ 著する＿こめｯ｟Ｚ技

術である。大きなピルデングや公共¢建勧告草の管

王E使用 iこは建築技@i者が嘗弓てゐる、一品;: 柱家で

は主娠がこ￠衡に詰ってゐる。吾匪の玉足先ｾではこ

じ[ { 変月技術について特iこui 究されてもみないし‘

I J [ 心をも宥づてゐなレ・? こだ自然¢霊誼 iこ任せら

れτ ゐる。霊算施工投手伝も最主著じ〈翠註して来

'1: が、訟討忍: 街 iこ比すれば甚し〈誼れてゐる.

艦船キ ｾｦ ｾ 態等￠、こ ｇ 三投統合 ［ ＮＺ＼ｦ行し吃ゐるの

ｩ こ比ふれば ｷ 建築技術は ｾｊ 釘蛇な誰 、 歩をなしづ〉

あると言へる.

最短三十今閉じ絞りる施工技術(J) 進歩は著しL、

ものであり? こ。が、未? こ敏米のぞれ l二五ばぬとこ

ろが多んある。，! ; J . 上は施工技術iこ闘する文献キ論

文¢少なレZ誌でも解る。第r¥施工技術の定れでCゐ

￵ 原因は程 ｾｴ 華々の珪白からであらうが、こじ ｄ 技

術 Iこ科感牲を有せなかっ? こごと、施工業者の文化

技術の水準が低かつ? ここじ官事者会;皆剰のみを

髭ふて注意をこの方WI こ的りなか0 仁こと ｾ＠ t農耕

渡 部 圭 吾

用具の蛮註カ;翠れてをづ? ここと、大きな選築般の

建遺品 ;& か勺? ここと、憧局者治霊繁雄工技術¢進

歩蜜建t二役主づような華士官も寄'艇もしてゐなか。

Tここと害容である. 特に、主築雄工技術CJ:_ 伝動であ

るかとレふ艶について、充分 ｩ こｗｴｾしてゐるか乞

うかを撲は tr るを得なレ臨もある位である。

tf: ニ節を繰越すこ とになるが、技術はそ ¢技術

に必要な免識を語性有能な者 tこ興へられ、司l鯨 や

経 験 iこよづて能力化せられたものである。摩院や

先需は投衡の根元ではあるが技術? で はなも、。投稿

航;製品とレふ言葉はあるが、製品は技術でたい。叉

技後政;義置はあるが、装置合技術で tまない. 却も !、

技 術iま物質ではな L、から去の表現は六かしいが‘

衣 ｬ 二近代合成化 ， ｾ￸ 行程を借 ｢ て設明しょラ。

設衡の行f . l t 説 ・明 臨

俳癒合目 ｬ 練といふ温度ｾｾ力をカロヘ ｦ こ容器￠中

でぞの技術 lこ誼しに性能主 レふ鯨媒tこふれれ時 tτ

技術となるのである。故にタ臆キ粧齢があづても

その入 iこそ¢技術に誼し? こ性能カ ーなかっ? こら矢掛

か技術化・せられな L、。最も誼切な性能を有するも

の こそ優れ? こ技事齢者ーとなり得る¢である。冒:鯨色

註切なも 0 ) であれば技術者と Tよる謹度は早L 、。章霊

験カ f あワても値媒め誼してゐなかっ? こら F王様iこ技

術者となることが謹 4なる。故 tこ投符を監侍する

lこは性能が重要なる絞署員1をなすものであることを

ｾｴｴ 恵‘せおばならねＮ恰も石油合成に「コバルト」

を使用すれば収量が多レが、 S撃を使用すれば敬量 、

が少いと同様である。

免時も同様で建築施工技符 lこ必要な「高島」を撰

んで. 鋸敬能力あるもの 1: 興八られた砂ればな、ら

ぬ。技術イじの妨害となる会i態や性能はその取量を

少な〈する. 惇化せられ仁会i説、俵れ仁司i航、最

誼な性能はその技衡の天才を作るものでめる@

専門的な針盤はその技術 iこ必要なもの b みを
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多 t の撃聞の中か色撰別して興へられ、指1投せら

れなt 1 ればならぬ。然も、そ 0: 知識の混合 iこ闘す

るき容はその技術に聖ましてー定のものでなりればな

らぬ。この混合の百分率を決定する のが嘗局者の

責務である。

建築施エに必要な知識は工事の宜際i " 分析して

調査じな砂ればならぬ・斯〈して、その免職とす

るに必要た「畢」を現代の科書善、工事その他の事

衡中から選ぴ出て教授されな¥1 ればならぬ。然し

建築施工は全般の接聞に亙るものであるからとい

ふて凡てを細かに歌へる必要はない. 特に必要な

部分のみを、被へられる人の程度によって、撰ば

なりればならぬことは 勿，論である。以上tこよって

技術の輪廓と技術者養成の大要そ説明し得? こと思

ム.

衣 iこ建築施工技術について説明しTこいと思ふ。

建築施工技術は大別すれば工事的な方面と管理

事的方面と iこ別り ることが出来ると思ふ。工謬的

の方面は一般に知られてゐるものであるが管理的

方面は宜際に於ては工事的方面と同様に重要な技

術であるが、ー般には知られてゐ 7よい。現場の老

練な主任技術者のみがその技術の重要。さを感じて

ゐる。以下は管理技術の如何に必要であるかにつ

いて、建築工事現場¢概要を説明しよう。工事現

場とは場所を指すものでない。企業構成睡であι る

本軍士に劃しでは部分構成憧であり、又一つの旨的

を有つ構成睡である. 然も技術を主とするもので

あるから技術構成種とも呼ばる可きものである。

倒せば一つの工場に相官するものであ る。

工事現場は工事の過程並に業務の本質から常に

三つ ι 段階を経過するものであることを知る。

計重構成期・・・・・ ................i 手備

機構運普期・・・・・・・・・・・・・・…・・・- 建設

整理解題期J ・・.. . . . . . . . .・・・・・・・・跡始末

一般の工場にあちては、工場の計軍機成が終れ

ば蓮替の期聞が長い特種の場合でなりれば藍理

解題されることがゑい。建築工事現場にありでは

運替の期聞が他に比しで短い。 ・長い期間の工事で

も三ヶ年位となれば長い方である。その上に各作

業は下請側から見れば部分縛成瞳を構成するもの

でゐるから、同じ様に以上の三段階を経過するも

のである. 故に各作業の組合が重要となれ施工

技術は工程技術と言はれるのである。
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計壷構成は現場が実杢tこ活動し得ちる、ように

する? こめの ii{ 備行震で、資材C 註文、勢手間¢撰

揮と契約施工設備α計霊と宜施、事務所及び倉庫

下小屋等¢計霊建設、事務所¢組織や制度、係員

の配属等々其他一切の準備をなすのである。建設

期には各作業が着手せられ、工程表に従って願共

に建設せられて行い此聞の業務は主として監督

経普であって、工事現場江挫構を奉げて建設作業

主関連な〈進行する様iこ奉仕せしめられなりれば

ならぬ。然し、建築工事現場に於ては他¢工場と

は異 h 常 iこ部分的" h . 計重構成キ整理解盟¢業務

が入り込むも のであり、ある作業( 杭打¢如き〉

等1:. : あ bては建設の嘗初に於て整理解瞳の業務と

作業が入 b込んで来る色 のである。後始末は駄目

工事、仮設物撤去、施工設備の移動、清掃片付‘

事務食計では涜5i 決掛そじと他¢仕事が行はれる。

丁度、囲碁や騎棋で三広階あるのと同様である。

計壷構成には全期間を混じ知何にして最小¢費用

を以て最大ι 効果を傘ヤパきかを脳裏に刻み之れ

lこ嘗らなt 1 れば危らぬ. 工事¢施工詮上lこは必ら

す、幾多ι 磨擦障害が起る色のである. この中 i二

は自然現象色あれば、人的危現象もある。叉偶然

的なも ¢ もえれば、必然的たも の もある。之等の

磨捺障害を巧みに、市も容易 i二排除克服し、強期

o霊ii T  1: 建設を進めるのが施工技術¢要諦でi f ) h

この?こめ tこ慎重にして綿輯な制首行震をなすので

ゐる。

計壷構成に蛍 bては・先づ工事の管理方式と方

主主即ち組織と制度とを決定する のである。次いで

工程や施工方式や方訟を計I 1J立案するのである。

即ち、現場に於けと拡設4夕、遁隊、運搬方法、工

事桜械と器具、劃力、給水、通信. 厚生等¢各施

設を立案し質施するのである。一方. 材料費材の

買付. 運搬. 下請c c ' 撰定、同手聞とそ¢細目等を

決定する。頁ら ｩ こ現場事務所の ｾ ｦ 設に取ちか ｨ ち

合計組織、支梯方法、取引銀行等に嘗然起るべき

事務の底理方法を決定する。以上は討壷構成業務

の一部分に過ぎないが、工事期間中に起ると強想

きる h 一切について. そ の針策を講じてを《こと

・である。丁度、囲碁の布石、将棋の序盤のような

もので. 特に慎重綿密を要するものである、着工

後に、作業が脂序よ〈然も何等障害な〈進行する

か否やは. 正にこの計重構成に闘する立案の如何



によるこ t が多いものである。

第ご広階G 建設は管理方面から見れば、先きに

構成されTこ捜棒ι 運替であり、監督と経営¢業務

が主ど訟ってくる。最近の作業方式ゃっき訟は衣第

lこ標i I ? 化せられて特に新方法を採用せられる場合

の外は異つに亀のはない。撚し、今後施. I ; : 技術が

蛮達すれば、こ¢限 bではない。

これは囲碁や将棋でいふ中盤で、その定石に比

すべきものである。 ，ョンクJ ) - ト打作業で「ミキ

サーエレベ F グー」等を使用すること、鎖骨作業

で「デ F ツク J ｾ使用するような方式と方法、使

用上¢諸注意等は今日では殆んぎ決つ? こ型で、即

ち作業の定石となっTこ。 o. 論計劃にも定石がない

ではない、最も能率を揚げ得る所に、尤も重要な設

備をするといふことゑぜは、囲碁で先づ「大場佐

観へ」といふことに相嘗するものである。

中盤は定石の謹績であるよう lこ建設期ば射撲

危石0; 註績である。定石遜 bに工事作業を進める

＿こめに、無駄ｴｊＮ時聞と費用 。 ｽ［ｾ費やさす ｬ こ連続せ

しむる慰が大切なので、こ、 iこ管理技術ル重委性

がある。ゑ論、現場作業は、建物の種類、土地の

形獄、使用器具披械、作業者の習慣等が常1:' 蓄をつ

て〈るものであるから、これに艶鹿する手段を講

ぜねばならぬ、これが現場主任又はi ! t 話役、係員

等の管理の手腕と能力で決するもので・碁客の手

筋に相常するものである。 之 常

第三段階¢後始末は、囲碁の浸分iこ相官するも

ので、其重なる作業や仕事は各作業の駄目仕舞‘

周避の取片付、仮設物¢撤去、残品の鹿程、事| 渡

手額、 f主婦、牧支の清算、仮事務所¢撤去等で‘

勝に順序よい無駄な作業をせねよう・然も建物

を損傷すること多き k きは、無益な時聞と費用を

要するものなれば、蕊にも管理の技術が重要とな

るものである。この時期には企業政策上¢問題が

再び強〈現はれるので・その底理には慎重な注意

を要するものである. この後始末が甘〈行かなか

った7こめに、儲かるべき工事が儲り得ゑかった b  

名撃を博し得ぺ引い却って名撃を失ふ? こりする

ことが多いのである。

工事現場に於て、車接に推嘗してゐるものが最

色よ〈その作業に闘し士知ってゐる。その関係が

遠ぎかるに従って共の作業に闘する認識の程度が

薄らぐものである。勿論・馳/:l : ¥しの若い係員に‘

ある作業を捨営せしめても芭も- に認識が深まるこ

主はないが、相官に黙練ぜるものならば、その作

業に封して最も認融Z 深いのが普通である。大工

事場の現場主佳にあ bては管理の佐事が多い? こめ

に各作業に劃しては殆んぎ知らたい場合が多い.

問題が起つ? こ時に宜地に調査してそ¢艶策を及究

し判定を奥へるのである。か、る現献から見て色

大工事現場に於げる技術者は現場管理¢技術が却

って重要であることを示すものである。一般の工

率的の方面の問題は係 9Q" 技術者が管王mする場舎

が多〈部分的の技術よりも総括的な管理技術を必

要とするものである。叉各作業の係員は「軌差」

と秤器とを常に必要とするが、 I現場の首脳者は管

理の物差や粁帯である 「原債」 を苅ること〉‘

「常識j とを常iこ必要主するものである。

現場の所理が巧みであるこれま、現場主任を始

め、下方の世話役、現場係員、下方職工が佳秀吉主

る技能と才能とをもってを? る告らではあるが、特

iこ現場主任が有能な施工技術者であることが肝要

である。大工事場に於る主任者はIJ 、工事場に於吟

る主任と異 h、所開技術¢堪能たる 'ことも 1必要で

あるが・同時に、最も埠誌的であド決断力が優れ

然も知的でゐること、並 tこ熱し易しい←方的に

猪突する性格のものよ h 反省的な、常にそ o 方

向を見失はないような人物でゐることが望しい。

こ、に、少し〈現場管理に必要た性格ι 能力 iこつ

いて踊れて見? このである。

以上の記述によって、施工技術者は工埋葬的方面

¢研究によって完成せられるものでらい F い ふ

ことが理解せられにであらう占更らに管理撃的方

面の研究が必要であち、その土に訓練と粧験が必

要であるこ主を知る。然も怖その技滴に植し? こ性

能者でなりれば、施工技術が究成せられたいこと

が判明せられ仁であらう。

圏碁の世界に於て、有段者が素人の碁を見てゐ

ると直ぐに、この人は何恕位の人であるか Y 解る

高段者は有段者の手筋ｾ見れば何段位の入である

かY 解る。これと同様に、秀れ? こ現場技稿者は馳

t 1 出しの技術者の手口を見ると・その投備の程度

を察知することが出来る。同時に、 ・か、る優秀な

技術者が一つの舎祉に生るれば、その指導と 51立

によって・更らに多〈の優秀な技術者が生れる。

このような自然護生的な技術者養成の方法が・こ
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れまで多{ の会駈lこ綜用せちれてゐ? こ。か〉る方

法は希望的なもので、 f同等程在自宅なものではない

今日までは、この方法を採るよりも外 lこ方法がな

かっ? こかも知れない。黙し、将来はか、る自然雪量

生的1i. 方法では急速た奮蓮は望めな L、。更らに科

皐的 lこ研筑間査しなりればならぬ。先づ、施工技

術の本質を「宜際」に於て分析し、その本質を農

h 、これ iこ合致するような毛の院上方法主重成方

訟を採られなりればならぬ. 事後iこ捷工技符は多

t の人的要素が入 b込むも¢であるといふ駐につ

いては特別な研筑を要するのであることを附言す

る。

4. 建築工事施工の磨擦障害

磨援陣容は凡そ人がある行震をなせば、大小の

相遣はあるが必らす・起るものである。蕊に云ふ鹿

擦障害は建築工事施工とい点、行語ot こめ 1: 起るも

じDを指すのである。こ¢障号室は白書足利摩穿、統のも

¢もあれば人文科態系* lLo ものもある。例せば‘

こ、に、廷築物d 部材として数十屯tこ絵る鉱骨を

建ておばならぬとする、昔時 lこありては殆ん芝、不

可能のことであっTこ、今日ならばI ; J ; 力が得られ‘

これ iこ相官する起霊能。さへあれば容易にその目的

を達し得られる。叉多量の材料 ι 蒐集ｾｾ必要とす

るときに' は、金融上¢障害が起ることもあふ、契

豹α欠陥から障碍が起ることもゐる。叉材料( 0 欠

艇から起ることもあれば、事長話上から間置が起る

こともある。情同業者C J . . 腔接から定ることもあれ

ば法律上の不備から起るこ k もある。此犠なもの

は経済上又は人と人と¢道援臨係から起る障答で

ある。工事事業場 iこ於では、) j J j蹟技術上Of. J .題と

同様に粧続上又は人事又は艶枇1皇・蹴係0; 陸捺障害

が起る色のである工事現場に於て li ｾこれ等￠問

題を無害有利に鹿理して行かねばならね。

この磨擦障害は丁度致舎に於る敵に相賞するも

のである。従って兵書にもある諮り、敵はその封

稿となる相手方にあるばかちではない味方にも

敵があることがある。叉敵と仮定してあっ? こもの

、中 iこも味方があることがある。{ 9 l jせば、味方中

の敵とは係員の不和、職工従業者聞の喧陣等は‘

それである。又信頼してをつに披核設備か、取扱

ひが悪かった〉めに故障して作業に失敗し、工程

ぞ遅らすことなぜも味方の中の敵とも稿すべきで
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ある。歪l底、妻子意を有も符 1J . ( . 、主考八てをつ? こ地

方人が業タ十荷重. を示すヰう iこなっ七ち、事担エ王蓄を

鷺悲し ｴｾ 韓 Ｇ 誼カ骸討襲更となっ＿二、め ｩ こ、ｾ易に

施工し得るようになづ＿こ場合なざは敵中 ｩ こ味方ｾ

見出しにことになるのである。

叉磨義障害 ｴ ては慌然性 ￠ ものと韮ｾ性のものと

がある。蓋然性のも¢は施工計重時に、琵めその

凡て ｬ こ垂 ｊ し、最も宥利な聾 Ａ 貨を諾じｾ去し符べき

も￠は除去し、然らｾるもの ・ は最ル限度 ｇ 障害に

止むるやうにぜねばならお。恒ｾ性のもののｳＺｰ‘

特に大与るもの、I ! Pも大地震、大暴風原等は不可

抗ヌ の も の と し て 、 こ れ 迄 iこも其! f ;.筈を業者側

iこ於て負指せぬ¢がmi 則となο てをσ?こ。然し.

ある程度までのも¢は、損筈を負推ゼねば伝らぬ

から、こ¢障号蓄を克服する劃策を講じてをかおば

ならぬ。即ち季鉱的な暴風棒、設ガく等 Eまそ江崎を

外すことも t白系る、イ柑震号事はこれ lこ酎八符る施

工設併とし、施工詮土 tこある建築*)]1こ劃しては‘

一時的な枕程蜜生方法t 蕗す' ることによ・って‘ そ

o 3 i : : 筈を脱れることが組系る。停電とゐi E X 絵酌な

庖握、ストライキ等 tこ曇J す る も ¢ ト そ ι 時 ι 情

説によ b臭接軍を最IJ 、限tこ. I l ; . めること合出来る。

是等G 盛義陣答を出来る丈り早期に室主見し、ぞ

Z 除去克服¢亨広を話す・ることは、そ¢官事者の

天性によるところが多レりれさ. ｾ＠ 1iF，究 t 粧験と熟

練とによって容易 lこ鹿珪 rすることぬ出来るように

なるも ¢である。これ等ι 昆I 障害を工1 ] 1;1' ¥: ' 良型

することが、担察施工技街:.0_ 一面であって、その

技術¢優劣合. l l Cれる t ころである。施工設備を研

究し、寵験を替;み、投統的な「動」と[ 繋練」と

を監符する目的色、こ' > Iこある¢である。現代の

能毒格匙又はゑ富民施ヱと言ふこ k も、こ α昆 擦

障害を、老 G 以前 Iこ比して、より少レ布篤と致用

によりて除去克服す，る方註 iこ過ぎなレ¢である。

間記、此等ι 酷から考へると、建築施工主レふ

ことは、著し《忠告書行震に- W. てをる J;;-j}' 蛮見せら

れるのである。車i略キ晶、街¢東髄 i立直ち tこ建築の

施工政策や施手技術 iこI ! A ¥用することが出来る。 7こ

亡、思苧は暴力¢佼周であるが、建築施工にあり

ては、平和的な施工力 ￠佼 用である ， ｾカ Ｚ 相違して

をる、又一方思考Fは主として級譲であるが、建築

麓エは建設であるとレふ患が異るが磨語、障害を除

去克服する艇では同ー である，又EL等、はー厩一民



族の興亡を陪しτ 、あらゆるブJ を佼用するのであ

るから虞創である、そ ｯ｟Ｚ ， ｾ ヲ ｵ 古〈から始められ

今日では奥深〈まで掘り下られてゐる。建築施工

は皐に名ｾとか普利の＿こめにせられてをつに憾が

あるから、その態度色研究も真剣でなかっ? こ。け

れぎも真剣であって差悶へなく、 ;民剣に研究し‘

. O f 創に業務に嘗ってこそ貨の利益カ得られるので

ある。企業者が民に建築施工¢何物であるかに目

畳めにたらば、これまでのよう訟「誤開化して利

益を得る」といふようなこ k がな〈なると・思ふ.

金銭的な京益を得るとも、ふことは、伏して不正な

ことでも下劣なことでもな b、。悪役行詩によりて

儲るが故 tこ悪徳と見られるのである。詩負業者の

之れ迄、紳士扱ひにせられなかった原因は、悪徳

業者か他¢職業に比して多かつ7・故であろうと思

ふ & C以下次説、〉

トー倉 員 相 互 欄 ー- 1

'iiiiii ーーーー御連絡は本合書記長宛の事ーーーーー'

* 職 を 求 む

大阪府立今宮工業高級建築科卒業2織 並 関 西

商エ建築科卒業2繊何れも市内請負食耽就職

希望。

都島工専建築科卒業2織勤務先九州地方希望

す。

大 国 奮 を 求 む

雑誌新建築昭和五年頃より昭和二十一年度に

至る同パックナンバ何冊にでも可譲り受けに

し

都島高工建築科にて建築関係閣害を求められ

てゐる。

大 縁 談

建築家に撮入 Ttごし女子大出身。

i  野 球 と 盆 踊 !  

|……の…:Ｒ さや秋白球は孤をあｾやかに

， 感 激 の 汗 し て 吾 子 の 欝 舌 1 J : l  

i  汗 の 打 拍 手 に 和 し ぬ お み な ら も j  

危 機 去 b し 安 堵 仰 ヤ や 雲 ¢ 峰 j  

j  優 勝 旗 受 t と き 主 将 汗 ふ 帥 ;  

j  柴 冠 に ほ こ ら ぬ 見 等 の 描 よ ご れ j  

お E ｾ＠ I  

踊 太 鼓 逮 〈 ひ 三 〈 は 間 遠 う な る j  

ひ と き わ に 化 粧 漉 ゆ き 娘 踊 の 輪

い き な り に 手 振 合 す や 踊 の 輪 !  

背 高 き 娘 踊 の 乎 振 寧 て 踊 る j  

涼 し さ や 音 頭 が 風 に 流 き る る j  

社 人 i

註( 社人氏は大阪市土木局長務上衛門氏) !  

曾 員 章 分 頒 の 件

職時製作社絶中の合員章が七月新に出来まじt :

ので、下記によ b分煩いたします。今後の各見息舎

や其他の合合には是非必要でありま寸。ま? ご御求

めない向は至念御申込み下さい。

康島支部。京都支部の事務所に色準備しであち

ますから使宜の所で御求めさい。

代償は一個金十五回。器科一個につき

金王国であります.

執筆者紹介

羽 仁 説 子 女 史 評 論 作 家
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修 曾

岩 佐 信 也

合勢幹事舎の催しで昭和ご十= 年三月九日まだ

薄ら寒い曇 bの日を押じて奈良東大寺二月堂のお

71 < 取の舎式〈正式に云へば東大寺修二食〉の内の

一行事食堂の作法を見謬すぺ〈合員 の一行が同寺

の三月堂 台 前に集合し＿こ。 ｪ 比 ｾＧＷｋ 取の合式と云ふ

のはご月堂 J 下、良排杉の際に一棟の小さな丹塗

の井戸屋形があって毎年三月一日から同十四日迄

連日連夜一山の借侶が二月堂の御本傘の前で・勤行

し最後の十三日の夜牛に暗黒の裡に真言秘密の行

法の許に井戸の水を汲み取るのである、之を俗に

お7K取 E 云ふので修二舎より此方が泊 bが良いの

である。

見幕食堂の作法と同時に序に一山の借侶の宿舎

即ち参範所も委し〈見壊しナが蕊には此南方を見

慈して始めて修ご舎と云ふ舎式が如何に峻展なも

のであるかが窺はれるので蕊に双方を見事したの

であった。此合式の間つまり十四日聞は一山め借

侶は塔中各自の奇心は鵠ら令参範所に引能つ・て勤

行に霊夜を通して精進しー日一回の食事も型ばか

ちの食事をする、其作法が食堂で線、て勤行と共に・

進行するのである。此食堂の作法は現今迄干何百

年も脅から修二三舎の一つの行事として績いて来

て居る。

20 

何れの寺 h のでも大きな寺々には食堂主去ふ

もが伽藍配置の一般件として備はって居てる。

叉現在建物も残って居るが共作法の残って居る

のは此東大寺修二舎にのみ見ちる〉のである。

今此作法ｾ見事し＿こま〉に記して見ようと足、ふ

が其前に此 ｾ Ｇ Ｗ｝Ｈ 取の行法の極大盤を設明して置

かないと線、ての順序が分らないので・以下少し述

べて見る。

二月堂修二舎は東太寺の開山上人良耕借正の

弟子宜忠和備が天平勝賞三年今から凡千二百年

前此堂を創建せられた時以来今日迄断ゆる事な

t 縫績してゐる、此堂の本傘十一面観世音菩薩

の悔過を勤行するのであって之には縁起どして

長い話しがあるが蕊には絡す事にする。で此行

法は三月一日( 奮暦で修二舎であるから二月〉

から同十四日迄線事之を二ツに分りて上七回、後

のを下七日と稿しτ居る、而して此行法は毎日を

六時の行法とて日中、日浪、初夜、夜牛、後夜、長

朝、の六回の法要が行はれる、英長朝司〉勤行が済

むと一休みの般疲が参範所で始まる、極短かい俵

疫のまぜろみから、めｾめ＿こ借達ちは共日の行法

の準備に取か、 b共準備完了と共に愈々食堂入の

用意となる。現今では此準備の聞に訪問の客( お

見舞と云ふ〉が来る、共容と云ふのは講中の代表

とか其の信心家等の極めて親しい人建に限る、之



等の人々は会範所の部屋の薄暗い中で鹿劃され

る。

共部屋はf曾侶の階扱に依って異り二三人相部屋

もあれば又調占の方もある、市して其僧侶遠の身

の廻りの調度品色置いてゐる、花も持してある、至

って隠いので桂には益集と云ム「あんむが邸付

てゐる。こ の短壌

と云ム照明器具は

挿曹として置いた

がまことに風流な

形でよ( 清酒な位

宅なぜに真似て出

来て居る 、昔は菜

種油でゐったが今

は電燈が引込んで

ある。此参範所と

食堂とは同ーの楳

の下にあって南北

に延び? こ長い建物

で外廻りは綿て固桂舟付、木北寄り の参飽所は高

窓連子窓を付t 1 坂戸を以て引戸とし食堂は二月堂

への廊下遜故t 1の遁路を繭て 〉居τ 東側は線て壁

西及南l主連子窓となって居る、内部の床は瓦の四

字敷としてある。食堂内の北寄に跨子があって内

に頻頭顔写者と稽する像が安置されである。又西

側南寄りに表即ち西に向 いて詞梨帝母の像即ち鬼

子母紳ｾ祭ってゐる。

担食事高端の下

排が堂章子〈童子

とは -1'; c_; みであ 乙

て賞は中年以上!! -J

には七オ才を越へ

た老人も居る〉の

乎で整うと堂' i rJは

食堂で出仕の飽を

打つ‘ すると諸衆

が主の中 tこ集 り鐘

の昔につれて堂司

も諸! 衆も着座する

先づ座の前にある

鼻紙と絹する紙じ字紙二つ切を1 ' L ! つに折つ7こも

の〉で食堂机、盤、鉢、等の食器頬を拭』、のもでゐ

る。諸家t主堂童子iこ依って摺鉢形の大木鉢にー舛

の量与飯の盛 b上げ? こ色の又椀に味噌汁のλ 合 iま

さ' も入ったもの、副食物なぜ? を並べて貰ひ悲に食

膳の; 禽端が揃五、のである。其揃う迄に児師の香水

加1持があり、童子は賀前に蔚食を供へ本堂の党鑑

を合闘に大導師の表白文の讃上げがある、女に大

導師 k 堂司によって、上は天皇よ b各大臣下は庶

民に至る迄過古現在に亘りて、又は賞砕の長速、国

家安泰、如意満足等に至る迄祈願をして. 此時聞

が約四す分位はか、るが、此緩粧が全部すむと蕊

に始めて箸を取る事・になるのである p 食事もー定

の時聞 に格る 主食

事前に鼻紙に包ん

で置い? こ飯の小さ

な包( ひね b包)

を持って一同諸衆

達は屋外に出で一

つは阿伽弁屋の屋

担ド投げ上げ他の

包一つは重子に渡

すのである、屋上

に投げにのは鳥類

に施食する意他の

包は獣類に施食す

るのである。之で食堂の作法総てが格了して諸衆

建は次の念式の順序iこか、り食堂内は明日の食事

の準備に片付整理 iこ着手し明日の食事を待うので

ある。

ま1: 細かく記せば際限もないが此位で筆を止め

る事にする。

このお7]( 取が済tr とi I ! : 聞はぽっぽうと春ι し〈

寒さも和らぎ早春D 気候は身の廻 hにやって来る

ので佐保' ] ) 流れ もぬる tr 様になる、。

事太の伺 iこ 水取や溺々のぬるみも此日より。

此見撃はい勺色の見喜善と少し趣を異にして居石が

人 k して日常の食事に大に関係もあるので是非一

度は見て置いて参考としてもよいと思ふて居る、

'蕊lこ甚大燃を記してまだ見ない方 k に御紹介する

事 主しTこ。( 1947. 5. 31)

ｾｬ＠



連築曾館のことざも

京 都 Y 生

建築協舎の、京都支部が、新じ〈設立され、京

都在住者の一員として、欣快に、? こへません。既

に、支部の幹事合に於、て、建築併官の、設立を協

議された，ことは、時宜を得?こ もの い 、 ふ ぺ し 早

念に宜現し? こいものです。この機舎に新 G( 誕坐

する、建築会館はか〈あり? こい e . ' ーご、希望令

したいと思ひます 。

建築圃書館トその中に含まれるで・せう、内外

の建築、工事、美術、科書怪の園警を、網羅じて‘

基礎理論の研究に、新しい技術の取得iこ、新時代

のデザインについても、あらゆる費斜を整備し? こ

い色のです。特に、致時中、職後を通じて、隔絶

されてゐ fこ外国の新建築 色、近着の外国雑誌によ

って、自由に、知ることが、出来るでせう。これ

からの若い人々にとって、一つの研究の、接 b所

となり、創作や技術の糧として、頭の築養i ' 補給

する所でありたい。

この機関金利用して. 同志によって、統合され

? こ一つのグル戸プによって. 総合的な研究もする

こk が出来るでせう。

縁のテ ν ス主持つ大きな;談話室，工法、紫淘をふ

かしながら、大いに建築について. 討論する撃が

閣えて来るこ主でせう・新らしい建築家によって

批判や慣導も奥へられるこ E でせう・そこには

精神と技術D 交崎がある、今迄のえら0 . 方々ぱか

bの協舎は一考さるべきでせう、一つの感濁 D 延

長 D やうな、撃交 D場 !庁でゐ 9. 祉交の場 1庁であ

b1こいと思ひます。

同建菓や捨高・D展示室・材料の覧強室、模型室‘

設計室、研究丈款や参考高基金貨行出来る附場印

刷工場も附趨されるでせう、一日の:業務を修へ気

艶るに、合舘へ足ｾＺＮｺ￞［我々に慰安と秩字とを奥

へる σせう、出来得れ，t 捕身者 D 宙泊室や食堂、

規梁室の便宜もあってしかるぺきと思うます。

婿うした曾館は主要D 各都行に建 3Eされるでせ

う. 最少i艮各支部峯 iこは設げたいも乃です。

建造の費金 k 費貯は業者の理解 l こ待ちたい主恩

ひます、維持費は命舘. 費と事業J ) J&益 iこよって

まかなふことにし去せう.

以上とりとめも友いことを 書きましたが、要は

これから zの若い人々のための舎舘fこらしむること

を希望します、その一日も早〈賞現の日の来るこ

e r期待して居ります。 ぐ鯵 9)

認

関西三十年組先生の思ひ出 2

高 坂 信 次 郎

前説で片岡安博士に説ての小話を一寸書いて見

?こか ら本競では閉じ三十年抱の武田吾一博士の思

ひ出二三を御紹介して見ょう、武悶博士は純然? こ

る感者で片岡さんの様に政治方面や質業界方面に

損 t 開奥して居られなかっ? こ閥係から片岡さんの

様にエポツク的な逸話といった様なものは徐ち耳

にせなかっ? こ、武国先生は繊密で細心な情に於て

極めて深い方 Ｑｾ つ＿こ様に感じてゐる‘私が先生に

親 しt 願ふ俵になったの; ま私が新間関係に あり殊

に昭和の初期よりは土建業界フコ機関紙 iこ携ってい

にので先生が建築の犬家でかる以上は仮令先生か

ら捺iまれでも進んでお自にか〉らねばならん立場

にあり共の唱に先生からも君に是非現まねばなら

ん事があるから来て t れる様にと云はれる様にな

りそれは京大卒業生の就職問題で雇傭主の信用紙

態も判らんで世話をする事は言余り無責任の様だか

らといって興信所なんか積んで調査をするには穆

校のこと Ｑｾ から費用も出ないので困ってるから君

一つ気の毒だがフ 11- で遣って貰えんだろうか?

共の盤り侯( 先生〉で聞に合ふ事なら出来るだけ便利

をはかると云はれてー居視し〈踊五、援 iこなりお目

にか h る捜舎も槍 Lて来た炉、勿論京大で主f 自に

か〉る時なんか、武田教室力出入 b も取突なしの

自由も許されて先生と膝突き合せてお請しする程

度に親し〈願つτ ゐ? こにも拘らすも何ふレても冗談

地味? こ様な諸なんか持出せなかった。夫れは忠生が

蝕りにも生箕面自主いつもや趨を欠〈が大事者と

しての自然? ) 備りには逢ひ襟を E す様iこな b こん

なわけで何うしても先生から面白い逸諸になりそ

うなものは引張 F出せなかった、或は先生iこはゴ

シップ欄 ;二載せる援なナンセンス苦! I J寄りは待合せ

がなかったのかも知れん、先生の混成の人に謂い

て見ると先生 D 少年期世郷南山:時代 tま良 t 、あほ

っぱなを垂らした平凡な何ちらかと言へぽ明かぼ

んや bの方 iこ見受けられる方だったと。だが幼少の

頃から婚は特別 iこ巧みで幼 tこして夫才は表れてゐ

? こと言へる。武田舟生D 人情味と親切‘こついて中

京名古屋製陶所でパスタップが出来る様になった

から一度見壊に来てくれと向碓J:. 遠野常務1: 招か



れたので見穆iこ行( e常務の目的は新大阪ホテル

に納入手引きせよが主眼らしかったので営時武田

先生はホテルに関係、して居られる・し叉先生は名工

の先生もして居られたんｾから先生に御観察願っ

て結果に於て先生を通じてホテルに使って貰ふ様

にし? こら Eいって確か自介かち色上遠野氏の意を

先生に通じ7こ筈だった其後先生から名陶のパスは

大嬰良〈出来てゐ? こよ主話されて居fごから見接き

れた事主思って居? こ後にホテルのパス問題をめヤ

って東洋陶器は、赤味ぞかぴてるが名陶製品は育

味をおびた白きで雨者を洗面穏や便器等の様に並

列して使ふ事は色遣ひで具合が悪いがパスタップ

・の様に→ルームにーヶ耳元附けられるものは支障な

いｾＺろふ、きすれば南者指定によって東陶の方色

大手子安〈なるだろム主雪ふ風評がfこってゐ亡が何

時の頃か? 立滑になっで東陶一本の納入になって

しまった。乙、で諾題は一寸込み入.って来る占Z、建

築協舎がヌL州見皐を遺る事になって東陶工場色視

察のーに加へ ι れてゐt : 業所で先生が特に私を招

かれて、今度建築協舎が九州! 見事を遺るが僕〈先

生〉色行〈但し僕は一目先に行って葉聞の工場で

み λｾ ＱＮＱＺ e - 虚になる事になってゐる、僕は一目前

に行くんでよをご慶色同じ事を{ ち逗へきれて私

lご注意される様;こ云はれた、其の時に自r ，} ば別に

無にも止め予; こゐ? ごしちと自分も参加する後吃にし

τ 居? こが営. 自になって費更して代理そ行かした。

後日無¥f . t t : 事だが先生の注意されたZ容は前述のパ

スグツプ問題で先生は私れ名陶フコ納入運動でも'し

てると想像されて注意して下さったのではなかろ

うかと思ひ浮んだ質際そんな意味が先生にあっ亡

としたら白骨は名陶の運動し? こ認ではないが先生

の細必の御注意と人情味には杢〈感散させられ

る。文先生が細い事に留意きれてるこ主について

この活; ま武国博士主特別調係にあった私の友人か

ら聴いた話だが、京都の某文具唐( 文具官主して

寵〈叉何れも現存の大＿ゴから特にｾを夜、す〉に素

敵な燥さんがあって常時何々ノj 、町と若人の血を贈

らせた絶世の美人であった これに先生の教へ千

A がゾツコン参つにがA は至って IL"' 臓の弱い人物

で自ら常る勇筑な t 友人の同じ先生の教へこF Bii

橋渡しを棋ん? ご B は引受けて早速小町 iこ陳情する

と彼女の返事はA は嫌 ｴｾ ＮＺｴｩＩＧ使の貴方ならと…，Ｎ…

実れでは私と結婚しませうと云ふので活はトント

シ拍子で進み謹ひに B は彼女と華燭の典をあげて

自由度いが A は可愛想 i二失婚したと武回先生から

直接語いて今夏先生の細いところ迄無をつけて居

られるには感，ひさせられたと友人は話して居Tこ。

今一つ笑って笑れん様なや h こしい話でこれは

私と先生k 直接に起った話を一つ御紹介して見ょ

う。私の心ろ易h 建築の某犬舎祉大阪支唐衣長某

から私に君に折入って一つ頼みがあるんTゴが責は

僕〈次長〉の挫の候補者57見つけてほしいんだ‘

娘は清水谷高女を? 卒業してゐる、皐友には営時6

大限市長聞きんの令壊なんかもあるのでき相手は専

門拳校以上大準出の建築家なら倫結構だ、但し一

寸娘に揖があるんだ主聾をおとして貨はね丙午た

んｾよ、主の話だった、夫れで此の話を武回先生

に持込んで婿君の濯定者? 御依頼しに。ぞれから女

長から語い? と通り先生一寸娘さんに揖があるんで

す‘ 外ではあ b ません丙午ですと、いったら先生

妙な顔きれて君『ヒ= ク』を云うとんぢゃないよ

k 云はれて、ぞれっきり此問題については一向相

手にして貰べないので其周はお別れした、武田先

生は大腕市調係の顧問そして居られたので或る日

大限市建築課の某最高技師〈特に名金秘す} に曾

って先生との『ヒ= ク』問答を話したら夫れは君

ヒ= クもヒ= ク大ヒ= クぜよとの事で君考へて見

給へ武田先生は大医市役所乃技術者聞での最高級

者 ｴｾ よそれは大阪市だけの顧問じゃない、建築課、

橋梁深、電策局とね別々 iこ、多 t さん別れてるん

だよ、だから各々別身 t二顧問科が入いって来るか

ら多額に君主るんだよ. そこに『ヒエク. DJ . ) ' 問題があ

るん? ゴよ? ?  ? 此『内幕活か? は非公開iこして置

いて話、D 泉の飽でこれを諮った最高技師iこ解いて

貰ム事 iこして置きます』此話題を糸口として可寸

建った面白い活力Z思ひ出され"iこが飴り長くなる 0 )

で火の機舎に護る。

後 詑 本 サ ロ ン 鳴 D記事はなるべくタグケ

タやはちかなか＿この ー こらない護ｾ加を掲載して他面

論えや研究欄のかたい物ｾ讃んで疲勢の慰とする

目的色涜げられ℃る筈ですがら i賞者諸廷からの投

稿を出肢幹事合;ま希望して居ります、折角の欄をと

怜惑によって埋めて行〈と云うことは聯か必声と

ない気持がするのと又合員でめ h誌の愛護者のー

へとしても又雑誌が jJ ! 1こt るし過ぎるからやはら

か〈せよと注文されてる讃M' に封して色本欄 J ) 殻

展によって御満足を得られること〉想像されるの

でご. し5 し投筒せられんことを〈一幹事〉
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簡 軍 な る 現 場 英 貸 手 典

基 礎

経

( タ)

杭 打 工 事

給 排 水 工 事

クレ; t ソ F ト

管 猿

釘

杭 打

ク ラ ツ シ ヤ ー

Foundat i on works.  

Paper. banger.  

事

師

エ
( A) 吟 現 場 常 用 語 交 (2)

Pi1i ng'  work. 

Sani tary works.  

Creosote oi1. 

Barrel  bol t. 

N必L

Pi1e-bater.  

Crusher.  

工

Tempor ar y works.  

Gas fitting work. 

Roof i ng tile. 

Gl ass.  

Secti on SteeI. 

Cl amp.  

Dryi ng oi1 

Ri ver sanCl. 

事

事

ス

工

エ

フ

設

ス

仮

ガ

瓦

ガ

Crane.  

Excavat i on.  

Fi el d sqper羽 5100.

Fi rst cost.  

ン

撃

Sewers.  

Fi el d Qffice. 0任ice.

Proj ect office. 

Gi rder.  Beam.  Cross 

ク

掘

( ケ)

現 場 管 理

原 慣

下 水 渠

現 場 事 務 所

L〆

beam.  

Faper. hang句、 work.

桁

structura1 steel. 

Aggregate.  

Coa1旬r.

経

( コ)

構 造 用 鋼 材

骨 材

コ - J レ グ 四 ル

ネ

事エ師

Screw.  

Steel  oi pe.  

Steel  wi re 

Steel  wi re rope 

Getting. 

Concrete pl aci ng.  

Superi ntendent.  

Proj ect Supervi sor.  

Schedul e.  Ti me scbe-

dul e of works.  

Prog時部S cbedul e

ヂ

管

線

索

事 獲 得

コンク1 ) - ト打

I I 事 監 督 者

表程

小

鋼

鋼

鋼

工

エ

Pi gment .  

ｓｨ｡ｦｴｾ＠ ， 

ーCarpet.

Hook  bol t. 

Wi re mesh. 

Gl agi er.  

ーCabi net maker.  

Ti ler.  

Approxi 凶ate price. 

Open culverts.  

Sea  wal l s.  

Irri gati on works 

Quay wal l s 

Guy  derri ck.  

Gasol i ne l ocomoti ve.  

Down pi pe hoo注

Drai n hook.  Rai nwa.  

ter pipe.  Conductor.  

Down spout.  Tender.  

Spouti ng.  

Hardwood.  

Principal  rafter. 

Bl ade.  

Arcmtrave.  .  Case.  

Casing. Tri m.  

Cha mbr an1e. 

エ

エ

銅

物

油

砂

料

杭

ト

ト

鋼

エ

格

渠

壁

事

壁

キ

寧

樋

y

レ

ツ

院

1

J

e

-
慣

工

v

機

金

性

ペ

戸

子

。
具

L

戸

ボ

算

概

J

ア

ル

J

n

.

サ

ノ

形

繋

乾

川

顔

堅

カ

鈎

金

硝

家

瓦

概

開

。

海

濯

岸

ガ

ガ

竪

木

. -

羊

按

竪

/"' -

Bコ

額

Conぽ ete.

Post.  p05t strut. • 

Cr own Post.  

Ski rting. ‘  

コンク1 ) - ト

小 屋 東

牒

Roll. W ood Rol l .  

Copi ng.  

St ummel .  Swan neck.  

棒

木

首

瓦

笠

ｦｦｬｾ＠

( キ)
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コ ル ク 板

( サ)

左 官 工 事

皿 鋲

座 金

左 官

海 橋

桟 橋

材 料 置 場

鏑 井

( シ)

人 工 ス レ F ト

常 夫

使 用 料

借 地 樺

純 益

砂 利 道

人 道

シ 四 Jレ ト 工 法

仕 。 様 書

敷 地

砂 利

下 地 、板

書量

下

)

量
ス

ス レ ー ト

7]( 性 塗 料

と り 車

ス レ 四 ト エ

水 道

水 路 橋

水 力 費 電 所

砂

Cork board. 

Pl aster' s work.  

Count ersunk Ri vet .  

Washer.  

Pl asterer 

Landi ng pier. 

Scaff Ci ld 'board.  

Materi al  yard.  

Artesi an wel1. 

Art ificial Slate.  

Regul ar empl oyee. ・

Ri ghts.  

Rents.  

Net  profit. 

Pavi ng grave1. 

Foot  waH王s.

Shi el d work. 

Speci fi cati on.  

同ot. Lot.  Area.  

Bui l di ng site. 

Gr ound pl ot. 

B' allast. Gravel .  

Sheathi ng.  

Or ound Board.  

請 Sub-宅ontract.

Bil1 of quanti ti es;  

Sl ate.  

Wat er  paint.  

Sash-rol ler.  

Slater.  

Wat er  works.  

Aqueduct  Bri dges.  

Wat er  power  El eGtri .  

.  _city gener司 i ngStati on.:

Sand.  

(:8) * 簡 単 な る 舎 話 * (2) 

大きさ( 高さ) は幾ちですか。

Ho w bi g .  Chi gh)  is 'it? 

何色のペンキを塗 b ますか。

What  ∞lot of pai nt do yOU'  want .?  

材料は? 仕上は? 数量は?

What materi a1? What  fi ni sh? Ho w 

many?  

窓( 扉) は引違ひ( 雨聞き、片聞き、上げ、下げ、

引込み、と出し〉にしますか。

Ho w dO'YOll want  the wi ndow ( door)  

sl iding， ( open'  both si des， open one si de， 

up and down， open 'inside， open upper  

si de)  ?  

此の・仕事は相嘗な時聞を要します。

Thi s wor k wi l 1胞ke qui te a  l oog ti me.  

降雨( 停電〉のTこめ工事が出来ません。

We 図 的 work. on account  of rai n.  

( i nterrupti on .of elecl ric current. )  

電球があ h ません。

There is 0 0  elctric bu1b. 

電球が切れましに。

El ec仕ic '. bu1b has broken.  

今日は現場は公休日です。

We  are taki ng'7a  day off to-day.  

材料は何日に入る強定ですか。

When do you exp配 t the materi al s? 

材料は何日に入る議定で、す。

The ma: terial  wil1 t e i n一一一一

直ぐ着手します。

We  'wi l l  start .at 'once.  

其の材料は極めて入手困難です。

It is very haro to get those mat erla1s. 

残業許可置を下さい。( 今日は何人残業します

か〉

Gi ve me  an overt i me 'ce此ificate.

Ho w many、men do you want  l eft? 

一一( 以下火旗掲載す、希望要請申出られたし〉一一
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A 計

B 建

ｾ＠

壷

組立鍛筋コンクl 1 r - r住宅 周漣平感博

士 新 建 築 n 巻45競

木造住宅と地震 国議平易経博士新位宅

22年6競

連合軍大津71 < 耕農園建築と文化 おう2披

アメリカに於げる組立住宅 H. S クルー

ゼ ー 氏 建 築 と 文 伶 第2抗

商庖建築園祭議問周忠鏑彰国語土護行

40園

底 舗 設 計 陳 列 川 菩 田 煉 七 郎 著 商 底 界

枇 65園

築 史

「績成轟撞随筆」 天沼

俊 一 博 士 高 桐 書、院

65国

博士の紀行随筆を輯

録せるもの

「古建築鑑賞J J J l 勝政

太郎氏辛子河原書院

7p国

民の古建築入門講話

を更に加筆されにもの

で古建築の鑑賞及様式

皐の入門に好遁である

「建築文化の 交流J 中

口 編 村 国 治郎、商桐

書院 35闇

「エジプト史」岡ｊ￟誠 ［ｾ 郎著

60閤

子凡祉

古代エジプトの誕見よ bプ干レミ四時

代迄明細に警かれに好書

「史醸のギ P シヤ j 村岡敏之亮 著 大 八

割出服株式合枇 50薗

ギ P シヤの史蹟と文佑の案内書

「唐招提寺J 中村逸作、入江泰吉共著

宮書庖刊行 35圃

「日本刀古墳墓」梅原末治博士著 養徳

位 40週

「上代浪華の歴史地理的研究」 天坊主幹彦

著大八洲出版株式合枇

「比叡山に於ける鎮守祉の研究j 景山

春 樹 史 速 と 美 術 174撹 176説

「崇繭寺の遺跡に就いて. 附発揮寺桂」石

田茂作博士「史跡左美術且75説法隆寺問

題が下火になるに反し、崇繭寺、党騨寺

の問題は白熱化して来? こ、最近の論争の

内上の二つはそれを代表される、梅原設

に封する石田設の封立である。

「平城京朝堂院等の複原に就いて」大井

重二郎氏 日本史研究( む、秋田屋20. 00

C 雑 誌 界

建築関係雑誌は格致後再刊或は新刊され

で雨後の街の感がある、中で島「建築撃

研究」の再刊は喜ばしい再び殿前の慢制

を耳元良しつ〉ある事に期待してゐる。そ

れに反し、「新建築」の如きは敗戦病にか〉った

感あれかつての「新建築」を

知る者をして寂しがらせてゐ

る白「住宅」 が「新住宅」と新

の字を附 して再復刊しに。小林

清氏の編輯ぷ bは相愛らや見事

である。須藤民金氏のアメ P カ

住宅史話は讃tr べきもの。昨年

春蛮刊さされた彰園祉の「建築

文化」は堅賞な雑誌であるが護

刊嘗初の事術性から戎第に住宅

を中心に性格が饗って来? このは

他の輩誌の影響をうけ? このであ

らうか。「生活と住居」ち昨年秋

殻刊した。毛主義的な住居雑誌だ

が仲々憤値がある。例えば固師

嘉彦氏の「これからの住居J や今

泉善一氏の「住宅工場生産化へ

の費書」等面白い。 r建築と文

化J は美 しい感じの雑誌とゅう行け o rピJ レダー

ス・プレテン」は最近 1競が出 fこが失種乍らあじ

きないものである。建築の雑誌でないが. アメ P

カの P ーダーズダイジエストの 1 月競〈原書は

11月競〉に嘗年77才 (1946) のライトの生涯と伎

の建築に封する強烈 な意志そしてそれが、ライト

の設計iこ如何に影響しTこかを面白 t 普かれてゐ

る。思想と建築か結ぴ合ってゐる欧米建

築 iこ封1 . ; ，我が閣の将来の建築異に反省を

求むるものが多い又、同誌の昨年10月読

( 原書は 8 月競〉に P チ ヤ - r.... パ ッ ク

苫ンスタ四フラー氏の設計になる軽量.

低廉、閤型プランの所謂フラー氏の家が

招介された。同じフラ F 氏 D家が科書喜朝

日12月続にら馬民入で・招介されてゐる、

我々建築家 lごは大いに参考l二なる.
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曾 務 報 告

長長五ぶ瓦忌 ｕｕｕ 副長当面長当面ｾぷ九

本合部舎の勤き

建築界の金融問題に就て

本舎 の各部舎は ｩｾ 下夫々 の部に於 て調査研究中

であるが就中建築界令融問題は重大事項で且つ業

者の蒙る影響は誠に甚大な色のがある。本問題は

各関係閣趨で忠夫々研究されてゐる率と思ふが本

舎では去る七月廿三日大限商工合議所で大限府渉

外課坂本事務官並長尾技官‘ 日銀大阪支庖長代理，

玄後一郎氏ピ住友銀行本宮岡本審査部長及三和銀

行本唐竹内常務を招じ本曾部合主脳部と懇談合を

開催しさを圏の建築請負閥係の未挽額約百数十億閣

と稽せられる代金の清算事務や支梯新促進方法共

他につき活瑳注意見の交換をな しすこ結果或る結論

に到達した ので之に普島するため目下具瞳案を線

ってゐる。 22. 8. 2.

鹿島支部の活躍

本春支部設置以来含員募集維持合員の獲得並本

部建行計宅建の建築廃理想援等に目覚しき活躍を積

けつつある賢島支部では今般向市で奉行された卒

和祭行事の中重要書官門である予知i害y1 f t 市分譲住宅

のモデルハウス建設tc 引受け多ったの好評を博して

ゐる。此 方建築は支郁、噴屈指万葉背 トー;位が選抜

され短期:こ完戒されたも ので次競 iこ馬民やプラ y

等詳細掲識する務定である‘ 合員各位ど共に益々

岡支部の活動 E 琵畏を期待し藤間支部長以下視員

幹事各位、の不新の御努力主熱意に封レ満膝の敬意

を表する火第である。

京都支部のを況

京都支部では去る七月十三日西本願寺 D 見寮舎を

開催し桧井支部長外三十有録名が食した。同寺並

に飛雲閣 D事共は食会 b にも有名であ芯から今謎iこ

其 建、防についての設明を略するが嘗日は安問京都

府技官の案。可で滴翠盟中槍浪池に面して建つ来祭

第 ?) 遺構飛雲濁を始者b策調合‘ 伏見桃山妓の遺構

四脚河‘ 同書詫‘ 桃山抜大玄関であつに玄調本邦

最古と補される能努事幽地清楚な阿輝陀堂等々限

な〈見撃し? こ後宮日特;こ同寺の好意で撃つめられ

た緋もうせんの書院でJ1、憩‘ 此魔で支部今後の建

展事業等につき座談合を催し参加者一同桃山時代

の代表建物の貴重な園賀に満喫して散合した。

同支部では新秋九月を期して支部命館建設問題や

建築資材調査委員合見製等活動に移る聾定で役員

一同張り切ってゐる。日本一の都その京都支部の

堅宣活設な漫民主支部合員の祝闘を新ってやまぬ

次第である .

九州支部設立準備中

九州支部設置問題は各地と同じ〈創立廿五年配

念事業の頃から地元有志並木部側役員} ; ｾ数回懇

談されてゐ? こが常待感舎 との合併問題が進捗して

ゐ?とので暫〈静観する事となり極力合員の増加に

努力中戦争峻烈とな b鞍後は有志色四散の扶態で

あった。然るに錦田氏が出京の建築課長に大肢か

ら縛じられたのを機色して嘗初から多大の協力を

されてゐ? こ池口設普課長とが世話係主なり去る七

月十四日に地元有志の懇談合を工業合萌岡支部で

開催された。営日猛暑の中を馳せ参じられたのは

薄定替繕課長を始めとし協舎が九州で催す事業に

常に何〈れとな〈一方ならね援助 k 協力を楠げら

れてゐる篠原竹中支庖長桜田昌平氏. 山手通信建

設支! 苫長並問中工業合支部長外各組合枇省志合員

十四名であっ? こ。

池口氏開合換拶後本部から列席し? こ大和書記長よ

り経過報告や協合現在の機構事業計量其他設明す

る所あちて意見の交換をして協議た移った結果支

部設立を申合せ下記珪起人を互選して弔念賞現を

計る事となり目下夫々準備が進めちれてゐる。

護起人( 順不同〉

中 尾 龍 予 告 民 間 中 勇 雄 氏 池 口 凌氏

錦 田 直 一 氏 篠 原 政 弐 郎 氏 松 田 昌 平 氏

自 比 安 平 氏 西 村 秀 雄 氏 古 舘 均 一 氏

黒木源火都民以上十一名

尚代表として錦司直一‘ 絵図昌平雨氏に

煩はす事としfこ。

復 興 住 宅 展 設 計 圏 案 審 査 終 る

大阪月守本年度事業の一端 k して計量されてゐる

介議住宅建劉こ大阪建築復興合が白木建設工業合

支織にそ の住宅設社閣案を公募した@本舎は業t I t
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査を委1噴きれたので八月二十-一日に之が審査舎を

開‘き慮基盤八十七黙の中より専用住宅十一鈷底舗

付住宅七黙を濯しfこ。

本営選圃集中優秀の Eの若干を近〈守口府有地 iこ

於て貨物見本として建設し一般に供覧し希望者を

募集される強定である 因に本合審査員並に入選

者は下記の通りである。

建築協合審査員( 敬稽略〉

井 上 新 ニ ‘ 尾 崎 久 助 ‘ 大 村.己代治‘

小 林 清 ‘ 瀧 港 民 弓a 西山卯三‘

村野藤吾‘ 元吉勇太郎

専用住宅入選者〈敬稽略不同〉

清9k組大医支j苫‘ 民柄組、理想建築株式合祉、

藤組‘ 明柴工業株式合祉‘ 株式含祉木村組‘

戸田組‘ 和団組‘ 津島組‘ 以上九位十一騎

底舗1付住宅入選者

株式合駐木村組‘ 大医建物保全株式含祉‘

清水組大限支庖‘ 銭高組‘ 有邦建築株式合祉

藤組‘ 以上六社七賭

常 務 舎 ゅ 8 回〉

時 6月5日午後2時30分一4時30;子

所 大ピル本合分室

出席者竹腰、中西正副舎長. 大村、妹尾爾監事

尾崎、東畑、藤木、薮中、菅谷、藤訳、

石川、西山各常務

議 事

1. 管工事都合幹事温加害属の件

2. 建築主備研究所入所生斡旋方依慣の件

3.  都市復興展覧舎に出品 '7) 件

4. 支部に関する件

5. 日本建築事舎支部設置懇談合に 出席の件

6. 常務理事委婦の件

7. 合員詮衡

常 務 舎 C第 7 回〉

時 6月13日午後2時20分- 3時20分

所 大ピル本合分室

出席者竹腰、中西正副合長、湾海、志垣、須賀

薮中、岩尾、藤眠、竹中、中野各常務

議著書

1. 都市復興講演舎に闘す る千1・

2. 備品購入の件

23 

3. 常務合定例日の件

4. 合員詮街

報 告

1. 4. 5 月分合計報告

常 務 舎 C第 S 図〉

時 τ月10日午後3時30分- 4時30分

所 大ピル本合分室

出席者竹腰、接高、中西正副合長、大村監事、

西川常務理事、尾崎、木村. 鴻池. 志垣

東畑、藤木、菅谷、中野、西山各常務

議 事

1. 舎費改正其他槍牧に関する件

2. 事合支部問題の干t

3. 朝日ピルA B Cクラプ食費の件

4. 職員給興、賞奥の件

5. 合員詮衡

報 告

1. 6用分舎計報告

時

解

出席者

議 事

常 務 舎 ゆ 9 回〉

7月31日午後1時30分- 4時30分

大庇商工舎議研第2舎議室

竹腰、銭高、中西正副合長、大村監事、

西川常務理事、尾崎、木村、須賀、東畑

藤木、薮中、岩尾、揮回、佐竹. 藤阪、

石川h 西山各常務

1. 復興住宅展審査委員委喝の件

2. 復興に開する座談曾開催の件

3. 評議員合開催の件

4. 開西産業復興合議より委員霊感市出の件

5. 借室料値上げの件

報 告

1. 各地支部動勢の件

2. 建築便覧褒行中間報生

3. 金蝶問題検討の件

常 務 曾 得10図〉

時 8月14日午後2時50$子- 3時50分

所 朝日ピル四階元本合事務明 ， 

出席者竹腰ー中西正副舎長、大村、妹尾南監事

尾崎、志垣、須賀、東畑、薮中、岩尾、

藤眠、や野各常務



議 事

1. 定歌改正委員合より報告の件

2. 維持合員事集の件

3. 金融問題検討の件

4. 趨築と位合出版lこ闘する件

5. 職員採用に闘する件

6.  合員詮衡

報 告

1. 庚島支部事業の件

2. 7月分舎計報告

評 議 員 食 ゆ E 回〉

時 8月14日午後1時45分一2時30分

所 朝日ピル四階元本食事務所

出席者竹腰、中西正副合長、大村、妹尾両監事、

岩尾評議員外52名( 委任放出席者共〉

議 案

第4揖 細AU- 郵費更の件( 舎費改正〉… … 承認

上記食費改正は8月よ b宜施のこと iこ決定

定 款 改 正 委 員 倉 市12回〉

時 7月11日午後2時一4時30分

所 本会事務所

出席者尾崎委員長、詫海、志垣、菅谷、松久保

薮中. 各委員

協議事項

1. 細則原案によ b第 1 僚より第13保まで審議

決定

定 款 改 正 委 員 舎 ゆ 13即

時 7月21日午後1時40分ー4時20分喝

所 本合事務所

出席者尾崎委員長. 詫溝、菅谷、藤木、松久保

松本、薮中各委員

協戸211j 原 綿 織 よ ち 審 議 の 上 終 了

定款、細則共薮中委員i こ幾理方一任の上常

務舎に報告することに決定

木材分科曾 C第 1 回〉

時 6月24日午後2時30分- 4時30分

所 土建クラプ

出席者畔上、宇藤、菊池、が玉、榊、藤岡、前

野、八尾、山保、山本各委員

協議事項

1. 主査並に幹事互選の件( 下記の通 b決定〉

主査桧久保敬三氏

幹 事 榊 弘 美 氏 、 山 本 義 樹 氏

1. 研究事項の件

木材寸法及び品等規格案作成のこと

倫南幹事に研究案作成方一任

木材分科曾 C第 2 即

時 8月23日午後2時間分- 4時

所 朝 日ピル ｄ ｾＺ 階元存会事教所

出席者松久保主査、桝、山本両幹事、宇藤、菊'

池、小玉、藤田、前野、道問、八尾各委

員

協議事項

1. 木材寸法規格原案検討の上次回までに各

意見持ち寄ること

2. 木材品等規格 自在成宗と農林省集を再検討

の上研筑集を南幹事i こ作成方一任

緯持舎員入舎者氏名〈歓字除口数〉五十音蹟

= 本 部 =

( 株〉安藤忠E大阪支底 ( 10) 、( 費〉池田組( 10) 、石

倉商庖( 1) 、梅林土木〈株〉大阪支庖( 10) 、大医田

島臆同化工( 株) ( 10) 、岡本佐一郎 (1) 、( 株〉臨呂

組大限支庖 ( 10) 、鼎直一商庖( 1) 、川岸窯業商底

( 白河遺稿旗( 1) 、( 株〉制崎組( 10) 、共柴工業

( 賢) ( 1 ) 、〔株〉桑名組( 1) 、コマツ建材置土 ( 1)

金剛建材工業( 株) ( 1) 、昭和理化患研質所 ( 1)

大建工業( 株) ( 1) 、大日本土木( 株) 大医支局( 3)

太陽スレート( 齢 ( 1) 、高野工業所( 1) 、竹林塗

装工業( 株) ( 2) 、過信建設工業( 株〉大阪支底( 10)

土屋致( 1 ) 、東畑諒:三建築事務所 ( 10) 、東洋 P ノ

P ユ戸ム( 株) ( 2) 、日建興業【株) ( 1) 、日新工業

( 株〉大阪支底( 10) 、、日本石綿煙突豊橋工場(1)

庚翻文太郎( 1 ) 、〈株〉船越工務庖( 1) 、( 名〕水野組

大阪支底( 5) 、湯詫金砂l ( 株) ( 1) 、報図工業〈株) ( 1)

= 京都支部=

範村藤三郎〈エ的、 J l I 崎庭闇創作所 C句、小請書稽無

商合( 1の、小L l I玉之助( 10) 、〈株〉末松工務庵0 : 0)

く株〉泰山製陶所( 句、刀根金援活 ( 10) 、中立賢建

設工業( 株) ( 句、( 株》長沼組.' ( 1句、日本管工業

( 株X 句、( 資〉ミラノエ勤庖 ( 10) 、三星電祭工事

(有) ( 10) 、水野組( 10) 、( 株) 村田組( 10) 、北部

左官工事( 株) ( 10) 、( 有〉室矢鍛工所( 5)

= 庭島支部=

( 株〉魚住組( 15) 、大久保土木建築( 株X 町、大之

木組 ＨＱＵＩｾ C株〉大林組鹿島支庖 (10) 、大林興業社

(1) 、( 株3鹿島組庚島支庖 ( 10) 、( 有〉共立総( 10)

註畿電気工事( 株〉央管業所( 3) 、〈有〉英会同製曲

所α〉‘ 呉水道暖房〈株) ( 3) 、( 株〉清水組庚島支庖

(1ω 、( 株〉銭高組庚島出張所( 10) 、惣前組α5 )

大華工業所( 3) 、太平商事( 株) ( 1) 、【株〉骨中工務

庖債島支庖( 10弘 通信建設工業 ( 株〉魔島出彊腕

:( 1ω 、( 株〉戸田組庚島支庖( 10) 、( 株〉宮島組突

出張所( 10) 、( 株〉西松組中園支庖σ) ・( 株) 間組

瞭島支出α 0) 、庚島工業( 株) ( 20) ‘ 藤岡建築事務

所(1) ，( 株〉藤田組庚島支庖 ( 20) ‘ ( 株〉槍同組

く2の‘ ( 株〉松村組央器業夙 ( 1の、株松本組(20).

三木水通衛生工業所( 3) ，( 名〉水野組 ( 20) ) ‘ 理事

輯梯( 株〉長工事事務所( 3)

却
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編 輯 後 記

建 築 と 枇 曾

いつしか虫の管に親しむ詩的シーズンを迎えに

頃漸〈誼ひナンバー八載を出す事となっ七、食料

¢遅配を虞似た韓でたいが種々の医路にプツツか

ち鷺期の成果を拳げる事が出来す、遺憾 lこ耐えたい

原因は閏〈紙科書在、経費問題、内容の改革問題

等々主であるが軽財問題が何と言って色最大であ

る、今之等の問題につき協合斡部で根本的に調査

研究が匙められてゐるから速からすも何等かの方法

で解決される事と思ふ。我々幹事は興へられた範

囲で最普を聾してゐる事を諒せられfこい。きあれ

本披は藤間金一郎氏のこれからの佐生活キ翻仁説

子女史の新らしい住生活等の玉稿を終誌 上lこ華ーを

添へた事を悦ぶ失ｾであるこ稿共前説締切直後頂

いたので大費遅れて揖麓し? こ事をあ・許し願ひた

い。渡部圭吾氏の施工技術の稿は紙面の都合上分

割掲載の止u ' なきに到 b篭者に色譲者に も申詩な

いがあ・許しを願ひ? こい衣窓で完結の設定である。

本誌の内容組方等色色々意見があ b如何，1こすれば

経済的で然色合員各位の御満足を待られるか毎挽

幹事舎で頭を悩主してゐる各位の民撃な御意見を寄

せられん事を熱望してゐる。今回は取敢す・項目を

象げて御意見を徴する事とし7二、次競からは口論

も復活掲載し? こいと計輩中である、サロンは相首

第 2 8 輯 第 6. 7. 8 披

毎月 1回蛮行 定僚 1部 金10国

昭 和 2 2 年 9 月 2 0 日 印 刷

昭 和 2 2 年 9 月 2 5 日 蛮 行

人気を呼んで ゐ る事と思ふが各方面からのいろい

ろの御投稿を待望してゐる、又各支部や地方か ら

1 1 - カルの記事色是非寄せて頂き九いものでゐる

〈幹事長記〉

卸

編輯蛮行人

登 行 所

戸 J'I 弘

喜 男 日 本 建 築 協 合

大阪市北直中之島3の3朝日ピル

電話土佐堀 (44) 18指・お31番

電 話 福 島 ( 45) 28位 - 2867番

銀 替 口 座 大 阪 399'75番

印 刷 λ

印 刷 所

山 口 忠 司

稼 式 舎 軍 士 大 洋 世

大阪市西厩江戸郷上通2の52

c 費量土佐郷( 44) 717醤
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